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企
業
機
関
に
．
於
け
る
分
権
と
集
権

高

田

源

清

亀

一
、
序
　
　
　
・
説

二
、
分
権
の
度
合
　
　
ω
総
　
設

三
、
李
等
対
立
主
義
と
主
従
主
義

一

序

説

＠
二
心
制
　
　
㈲
三
’
権
制
　
　
ω
四
権
叉
は
多
数
機
関
性

　
　
法
人
企
業
の
還
営
機
構
と
し
て
、
一
の
機
関
に
そ
の
権
限
を
集
中
的
に
与
え
る
機
構
を
と
る
か
、
そ
れ
と
も
い
く
つ
か
の
機
関
を
相
互

　
　
に
対
立
さ
せ
、
相
互
に
牽
制
さ
せ
る
こ
と
に
因
っ
て
、
そ
の
権
限
行
使
の
專
横
や
濫
用
を
防
止
す
る
よ
う
に
組
立
て
た
分
権
主
義
を
と
る

　
　
か
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
集
権
と
分
権
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
長
短
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
企
業
形
態
の
如
何
で
異
な
る
。
又
受
れ
は
、

　
　
い
ぐ
つ
か
の
機
関
相
互
の
鮒
の
権
限
の
問
題
と
し
て
、
普
通
に
は
現
わ
れ
る
が
、
実
は
一
の
機
関
構
成
そ
の
も
の
の
中
に
於
て
も
、
こ
の

　
集
権
と
分
権
問
題
が
存
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
冷

　
　
　
す
な
わ
ち
、
前
者
の
意
味
で
の
、
集
権
主
義
と
言
っ
て
も
、
更
に
厳
密
な
意
味
で
の
一
機
関
へ
の
権
限
集
中
主
義
と
、
そ
の
集
権
は
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
に
比
較
的
の
問
題
に
止
ま
る
場
合
と
が
あ
る
。
而
し
て
厳
格
な
意
味
で
の
一
機
関
主
義
は
少
な
い
が
、
通
説
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
合
名
会

　
社
・
合
資
会
社
に
於
け
る
業
務
執
行
社
員
制
が
こ
れ
に
当
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
そ
の
場
合
も
非
業
務
担
当
社
員
又
は
有
限
．

　
責
任
社
員
は
、
当
然
に
監
督
機
関
性
を
保
有
す
る
も
の
と
解
す
る
の
で
、
こ
の
事
例
に
は
入
ら
な
い
と
考
え
る
。
之
に
対
し
て
比
較
的
意

論
華
の
集
権
嚢
の
例
霧
で
は
な
い
・
即
ち
上
記
の
事
例
で
の
合
名
会
社
・
合
資
会
勢
無
限
責
任
社
屓
・
特
殊
会
社
の
理
毒
関
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論設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
・

営
団
。
金
庫
な
ど
の
理
事
長
機
関
な
ど
に
著
し
く
見
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
之
に
対
し
て
分
権
主
義
の
最
も
著
し
い
の
は
、
・
三
権
分
立
制
を
企
業
に
移
入
し
た
と
い
う
株
式
会
社
の
機
関
構
成
と
称
し
得
る
。
、
即
ち

株
主
総
会
は
立
法
議
会
に
、
取
締
役
は
政
府
行
政
機
関
に
、
監
査
役
は
司
法
機
関
で
あ
る
裁
判
所
に
倣
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
、
説
明
さ

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
等
し
く
立
憲
国
家
と
し
て
、
三
権
分
立
制
を
探
る
諸
国
に
就
い
て
、
そ
の
政
治
運
営
の
実
情
を
見
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

ば
、
決
し
て
三
権
が
対
等
鼎
立
し
て
い
る
国
は
少
く
、
多
く
は
そ
の
中
の
一
権
が
支
配
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
が
多
い
と
同
様
に
、
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

機
関
と
し
て
の
株
主
総
会
、
取
締
役
、
監
査
役
の
三
機
関
は
、
法
律
的
に
不
平
等
と
さ
れ
、
又
は
実
際
運
用
上
で
差
等
を
生
じ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

と
が
通
例
の
よ
う
で
あ
る
。
否
、
進
ん
で
、
機
構
的
に
数
個
の
機
関
が
、
完
全
に
対
等
で
あ
惹
制
度
は
、
・
理
論
的
に
も
必
ず
し
も
秀
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

い
る
と
断
じ
得
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
後
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
（
こ
　
特
許
時
代
の
和
蘭
、
仏
の
会
社
は
、
取
締
役
星
行
の
王
権
主
義
で
あ
り
・
そ
の
実
際
上
の
監
督
は
、
大
株
主
の
団
体
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
即

　
　
　
ち
株
主
総
会
の
制
渡
が
生
れ
た
の
は
、
十
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
詳
細
は
、
大
塚
久
雄
氏
「
株
式
会
社
発
生
史
論
」
下
巻
一
四
∵
二
頁

　
　
　
以
下
、
西
原
寛
一
博
士
「
商
法
学
し
】
四
六
頁
等
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
（
二
）
　
即
ち
特
殊
会
社
で
は
、
多
く
は
理
事
長
又
は
理
事
ま
で
も
、
政
府
が
直
接
任
命
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
は
株
主
総
会
か
ら
信
任
さ
れ
る
こ
と
を

　
　
　
前
提
と
は
し
な
い
し
、
而
も
そ
の
株
主
総
会
の
権
限
も
特
別
会
社
法
で
制
限
し
、
叉
は
政
府
の
認
可
を
条
件
と
し
て
効
力
あ
る
も
の
と
す
る
な
ど
の

　
　
　
点
で
弱
化
し
、
反
面
総
裁
そ
の
他
の
理
事
長
。
理
事
機
関
の
権
限
を
強
化
し
て
い
た
。
監
事
又
は
監
査
役
の
無
力
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
会
社
と
異

　
　
　
な
ら
な
か
っ
た
。
ぬ
圖
お
こ
れ
ら
の
具
体
的
詳
細
…
は
、
西
原
寛
一
博
士
「
株
式
会
社
法
の
範
囲
内
に
於
け
る
特
殊
法
規
の
研
究
」
六
九
頁
以
下
、
山
蒔
、

　
　
　
定
雄
氏
「
特
殊
会
社
法
親
の
研
究
」
＝
こ
九
頁
以
下
、
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
六
四
頁
以
下
、
　
「
営
団
と
統
制
会
し
｝
Q
四
頁
以
下
、

　
　
，
「
満
洲
国
策
会
社
法
論
」
七
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。

　
　
　
　
営
団
」
金
庫
は
う
政
府
任
命
の
理
事
長
機
関
の
い
わ
ゆ
る
統
裁
的
執
…
行
機
構
を
標
榜
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
理
裏
・
長
集
権
主
義
の
顯
著
癒
ζ

　
　
　
と
は
当
然
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
尚
お
、
営
団
・
金
庫
の
機
閾
構
造
に
つ
い
て
は
、
東
京
商
大
経
済
法
衆
庶
会
編
「
営
団
経
済
法
」
二
五
五
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頁
以
下
、
竹
中
龍
雄
教
授
「
営
団
の
比
較
制
度
論
的
研
究
」
七
頁
以
下
、
拙
著
「
営
団
と
統
制
会
」
二
五
五
頁
以
下
、
　
「
企
業
の
国
家
性
」
六
八
頁

　
　
　
　
　
以
下
な
ど
参
照
。

　
　
　
（
三
）
囚
●
ピ
。
ゴ
ヨ
§
p
U
器
閑
。
。
窪
q
無
》
匹
冨
5
σ
q
①
ω
巴
。
。
9
鋤
坤
。
p
ヒ
ロ
9
剛
．
の
・
①
・
。
h
α
q
引
≦
ざ
】
彗
9
缶
9
呂
巴
・
・
同
g
9
し
コ
貸
閏
・
ψ
、
c
。
試
α
q
。

　
　
　
　
・
我
国
で
も
、
松
本
丞
…
治
博
士
「
日
本
会
社
法
論
」
二
四
五
頁
、
田
中
誠
二
博
士
「
新
会
社
法
論
」
上
巻
二
二
〇
頁
な
ど
参
照
。

　
　
　
（
四
）
　
即
ち
、
等
し
く
三
回
分
立
の
立
憲
国
家
で
は
あ
る
が
、
英
国
は
議
会
が
、
米
国
は
裁
判
所
が
、
戦
葡
の
日
、
独
、
伊
の
如
き
は
、
行
政
権
が
第
一

　
　
　
　
　
機
関
と
し
て
の
優
位
を
承
し
て
い
た
如
く
で
あ
る
。
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、

　
　
　
（
五
）
　
例
え
ば
、
改
正
前
の
日
本
株
式
会
社
の
制
度
で
は
馬
株
主
総
会
を
最
高
機
関
と
す
る
構
成
を
探
っ
て
居
り
、
他
の
二
機
関
と
対
等
で
は
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
し
（
例
え
ば
改
正
前
商
法
二
四
五
条
、
二
五
四
条
参
照
）
そ
の
母
法
で
あ
る
独
逸
の
商
法
で
の
株
式
会
社
も
同
様
で
あ
っ
た
。
之
に
対
し
て
ア
メ
シ

　
　
　
　
　
ヵ
会
社
法
、
独
の
一
九
三
七
年
の
株
式
法
、
日
本
の
改
正
株
式
会
社
法
は
、
執
行
機
関
中
心
主
義
の
株
式
会
社
構
造
を
探
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
る
。
唯
独
の
揚
合
は
そ
の
上
に
監
査
役
会
の
君
臨
が
あ
る
点
で
多
少
異
な
る
。

　
　
　
（
六
）
・
即
ち
、
そ
九
は
各
国
の
遅
漏
に
よ
つ
て
相
互
に
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
更
に
各
個
の
落
蓋
的
企
業
に
よ
っ
て
も
遍
で
は
な
い
。
各
国
の
そ
れ

　
　
　
　
　
は
、
　
そ
の
法
規
全
体
の
構
…
造
は
勿
論
、
　
そ
の
企
業
慣
行
が
、
　
そ
の
国
民
性
、
　
対
企
業
観
念
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
が
生
じ
、
叉
各
個
企
業
で

　
　
　
　
　
は
、
そ
の
構
成
員
の
個
人
的
性
格
、
勢
力
と
機
関
構
成
者
の
そ
れ
に
よ
っ
て
も
、
著
し
く
動
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
七
）
　
商
機
を
利
用
し
、
敏
速
を
不
可
歓
と
す
る
の
を
通
例
と
す
る
近
代
企
業
で
は
、
公
年
歯
墨
型
よ
り
は
、
“
信
任
執
行
力
型
を
採
る
こ
と
を
不
可
避
と

　
　
　
　
　
し
て
い
る
③
尚
お
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
し
は
、
当
さ
に
、
こ
の
必
要
と
必
然
を
認
め
る
立
場
に
立
っ
て
の
、
株
式
会
社
法
の
理
論
展
開

　
　
　
　
　
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝

　
　
　
尚
お
、
一
機
関
の
内
部
で
の
分
権
主
義
と
集
権
主
義
も
、
重
大
で
あ
為
。
例
え
ば
従
前
の
株
式
会
社
の
取
締
役
は
、
各
自
代
表
と
い
う

説
分
笙
義
を
商
法
の
原
則
も
（
改
正
前
商
法
二
六
一
条
一
項
）
、
そ
れ
を
簾
運
用
の
面
で
は
、
各
取
締
役
周
の
任
意
の
契
約
で
、
特
定
の
取
穫

論　
　
（
例
え
ば
社
長
、
副
社
長
、
常
務
、
專
務
な
ど
）
に
全
権
限
又
は
日
常
の
運
営
業
務
又
は
代
表
を
集
申
委
任
す
る
こ
乏
を
例
と
し
て
い
た

0
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論説
　
　
　
　
　
こ

の
で
あ
る
。
　
之
に
対
し
て
特
殊
会
社
及
び
営
団
・
金
庫
な
ど
で
は
、
法
律
上
も
そ
の
代
表
権
限
を
、
官
選
の
総
裁
（
又
は
総
裁
と
副
総

裁
）
に
集
中
し
、
そ
の
他
の
理
事
は
単
に
業
務
執
行
分
担
者
で
あ
る
か
、
総
裁
な
ど
の
理
事
長
機
関
の
敏
如
の
場
合
の
、
代
理
機
関
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
．

認
め
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
理
事
長
集
権
制
を
採
用
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
而
し
て
改
正
会
社
法
で
は
、
取
締
役
制
度
を
、
取

締
役
会
と
代
表
取
締
役
の
二
に
制
度
上
分
離
し
た
こ
と
は
、
更
に
分
権
を
一
歩
進
め
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
取
締
役
会
内
に
、
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

会
、
県
門
部
会
を
設
け
る
も
の
は
、
更
で
あ
る
。
又
株
主
総
会
で
、
多
数
決
の
絶
対
に
対
し
て
隅
い
わ
ゆ
る
少
数
者
の
意
見
を
、
そ
の
権

利
行
使
に
、
特
別
価
値
を
認
め
る
も
の
は
、
こ
の
分
権
的
で
あ
り
、
之
を
認
め
な
い
も
の
は
集
権
的
と
言
い
得
る
。
日
本
の
廿
五
年
改
正

法
が
、
反
対
株
主
の
株
式
買
取
請
求
権
を
認
め
（
改
商
二
四
五
条
の
コ
）
、
取
締
役
の
選
任
ξ
い
選
録
票
の
制
度
を
認
め
、
而
も
半
ば
強
制
す

る
に
至
っ
た
の
は
（
改
正
商
法
二
五
六
条
の
三
以
下
）
、
改
疾
の
こ
の
面
で
重
い
分
権
妻
を
現
わ
す
も
の
で
盛
業
の
民
主
的
響
に
孕
る
笑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
割
を
担
わ
そ
う
と
す
る
動
き
に
外
な
ら
ぬ
。
之
に
対
し
て
有
限
会
社
の
改
正
で
は
、
累
積
投
票
は
定
款
を
以
て
採
用
す
る
こ
と
を
認
め

た
に
止
ま
り
（
有
限
会
社
法
二
五
条
の
二
）
、
之
を
全
然
強
制
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
譲
制
へ
の
緩
和
を
示
し
て
い
る
と
杢
一
慕
集
．
又
監
査

役
叉
は
監
事
は
、
わ
が
国
で
は
い
つ
れ
の
企
業
形
態
で
も
、
定
員
一
人
以
上
と
し
て
、
数
人
選
任
さ
れ
る
場
合
で
も
、
そ
の
監
査
業
務
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
は
、
各
自
単
独
執
行
と
い
う
労
権
主
義
を
探
り
、
合
議
制
を
強
制
し
て
の
集
中
主
義
は
探
照
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
或
る
意

味
で
は
、
そ
の
機
関
作
用
そ
の
も
の
の
性
格
か
ら
の
反
映
と
見
得
る
面
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
よ
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
を
誌
）

（
一
）
　
旬
お
、
わ
が
国
で
の
、
取
締
役
制
度
の
構
造
と
蓮
営
の
実
証
的
研
究
は
別
に
詳
論
し
た
拙
稿
「
取
締
役
会
の
研
究
」
民
商
法
難
誌
三
巻
六
号
四
九

　
　
頁
以
下
参
照
。

（
二
）
　
即
ち
特
殊
会
社
、
営
団
③
金
庫
の
機
関
構
造
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
六
三
頁
以
下
、
　
「
営
団
と
統
制
会
」
ピ

　
　
〇
四
頁
以
下
及
び
二
四
五
頁
並
に
二
七
五
頁
以
下
、
　
「
企
業
の
国
家
性
」
五
一
頁
以
下
、
六
八
頁
以
下
、
及
び
七
四
頁
以
下
等
参
照
。

（
三
）
、
特
に
、
取
締
役
会
の
申
に
、
管
理
、
財
務
、
監
査
、
投
資
、
給
与
、
な
ど
の
分
科
常
任
委
員
会
を
持
つ
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
一
般
事
例
と
な
つ
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て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
高
瀬
博
士
論
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
　
一
二
二
頁
以
下
、
大
隅
健
一
郎
博
士
「
ア
メ
リ
カ
会

　
　
　
　
　
社
法
に
於
け
る
取
締
役
会
」
京
大
、
英
米
会
社
法
研
究
六
九
頁
以
下
た
ど
参
照
。

　
　
　
（
四
）
　
即
ち
昭
和
廿
五
年
の
改
正
に
よ
る
商
法
の
重
要
な
る
改
正
指
導
原
理
の
一
の
具
現
で
あ
る
と
称
し
得
る
。

　
　
．
（
五
）
　
即
ち
昭
和
廿
六
年
六
月
法
律
一
二
四
号
に
よ
6
有
限
会
社
法
の
改
正
で
は
、
等
し
く
企
業
の
民
主
的
運
営
の
保
障
え
の
努
力
を
し
て
い
る
が
、
前

　
　
　
　
　
記
株
式
会
社
法
の
程
の
こ
と
は
な
ぐ
、
唯
累
積
投
票
制
の
許
容
（
二
五
条
の
・
二
）
、
取
締
役
の
各
自
代
表
の
評
定
（
二
七
条
二
項
）
、
代
表
訴
訟

　
　
　
　
　
（
＝
＝
条
）
、
差
止
請
求
（
三
一
条
の
二
）
、
社
員
の
帳
簿
鴬
野
権
の
新
設
（
四
四
条
の
二
）
な
ど
は
、
こ
の
方
向
に
、
幾
分
進
め
た
と
こ
ろ
と
見

　
　
　
　
得
る
。

　
　
　
（
，
六
）
　
こ
の
監
査
役
更
に
は
監
事
な
ど
の
監
査
機
関
の
権
限
執
行
の
型
は
、
軍
糧
執
行
で
あ
る
が
（
商
法
二
七
五
条
以
下
、
有
限
会
社
法
三
三
条
、
日
銀

　
　
　
　
　
法
五
条
・
産
業
復
興
公
団
塗
一
条
五
項
な
ど
参
照
）
、
し
か
し
独
速
法
で
は
、
監
査
役
会
を
認
め
て
い
た
（
独
株
式
法
九
三
条
参
照
）
。

　
　
　
（
七
）
　
こ
の
点
は
、
更
に
一
層
の
職
務
作
用
の
層
分
析
と
、
監
査
性
格
の
吟
味
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
の
分
析
は
、
別
の
機
会
と
し
た
い
。

　
　
　
更
に
同
一
系
統
の
機
関
種
類
㊨
中
で
の
分
権
・
集
権
も
吟
味
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
が
あ
る
。
即
ち
先
づ
、
株
主
総
会
、
社
員
総
会
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
一
種
類
の
そ
れ
し
か
認
め
な
い
も
の
と
、
特
定
種
類
の
株
主
の
総
会
を
、
一
般
総
会
と
別
個
に
認
め
る
制
度
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
又

　
　
業
務
置
営
機
関
の
構
成
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
改
正
前
の
日
本
商
法
の
株
式
会
社
の
取
締
役
制
度
の
よ
う
に
、
代
表
と
業
務
執
行
と
を

，
集
史
噛
し
て
叢
締
役
箸
わ
す
も
の
（
改
正
卦
剛
商
法
二
六
〇
ム
条
二
山
ハ
一
分
宋
な
ど
参
昭
嚇
）
、
棄
ム
高
社
・
ム
・
資
会
社
の
無
限
責
任
社
員
薩
会
社
の
取
締
役

　　

ﾍ
、
こ
の
意
味
で
同
様
に
、
集
権
的
で
あ
る
が
（
額
難
難
譲
霧
謬
改
正
株
式
ム
、
社
法
で
の
取
締
役
は
、
法
制
的
に
羅
製

を
強
制
す
乏
至
っ
て
い
る
。
即
ち
改
正
法
で
は
蓼
藍
の
驚
決
窪
「
轟
役
会
」
に
（
女
童
、
そ
し
て
会
社
「
袋
」
し
て

説
の
実
際
執
行
と
、
具
現
化
は
「
代
叢
締
役
」
の
権
限
と
し
て
分
離
し
た
（
知
山
ボ
）
。
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
乏
、
響
学
的
に
は
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

論　
　
く
要
当
に
し
て
当
然
の
分
権
化
と
見
得
る
の
で
は
あ
る
が
、
商
法
は
外
部
に
対
す
る
「
代
表
」
の
み
に
つ
い
て
明
長
し
、
会
社
内
部
の
業
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破
執
行
に
つ
い
て
、
別
に
規
定
す
る
と
ζ
う
が
な
か
っ
た
が
、
代
表
権
者
は
内
部
に
対
し
て
業
務
執
行
指
揮
の
権
は
当
然
に
有
す
る
が
、

業
務
分
担
す
る
執
行
取
締
役
で
あ
っ
て
も
λ
多
く
は
專
務
・
常
務
取
締
役
な
ど
の
名
称
保
有
）
、
外
部
に
対
す
る
会
社
代
表
権
限
の
存
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）

な
い
者
も
多
い
こ
と
は
実
情
で
あ
り
、
改
正
法
も
こ
の
面
で
の
分
権
を
認
め
な
い
趣
旨
と
は
解
し
な
い
。
又
監
査
作
用
を
営
む
機
関
に
つ

い
て
も
、
監
査
役
と
検
査
役
の
二
機
関
を
認
め
る
の
は
、
分
権
を
示
す
も
の
で
、
唯
こ
の
二
機
関
は
一
ば
星
置
、
一
は
任
意
と
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

が
、
わ
が
立
法
例
で
あ
る
。
じ
か
し
実
際
に
は
、
会
社
の
監
査
作
用
更
に
は
監
督
作
用
と
な
る
と
、
株
主
総
会
も
、
各
株
主
も
、
取
締
役

会
も
、
こ
れ
を
為
し
得
る
の
で
、
こ
の
意
味
の
監
督
監
視
作
用
は
、
現
実
の
業
務
担
当
執
行
機
関
以
外
の
凡
て
の
投
資
関
係
者
に
存
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

潜
在
的
に
し
て
、
且
つ
固
有
的
権
限
作
用
と
も
見
得
る
も
の
で
あ
る
。
又
こ
の
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
法
が
、
社
内
監
査
の
特
有
機
関
を
置

か
ず
、
社
外
の
公
認
会
計
士
の
監
査
を
強
制
し
、
他
方
自
治
的
監
督
作
用
は
各
株
主
の
監
督
作
用
に
委
し
て
い
る
と
い
う
極
度
の
分
権
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
）

義
を
探
用
し
て
い
る
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
即
ち
商
法
三
四
五
条
は
、
優
先
株
主
そ
の
他
、
特
別
種
類
の
株
主
の
特
別
利
害
事
項
の
不
利
益
変
更
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
株
主
だ
け
の
株
主
総

　
　
　
会
を
認
め
、
そ
の
決
議
を
要
件
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
著
し
い
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
し
か
し
、
こ
Σ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
う
し
た
特
別
種
類
の
株
主
を
除
い
た
残
余
株
主
の
み
の
総
会
は
認
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
伺
、
人
的
会
社
の
社
員
の
決
議
に
つ
い
て
、
共
通
除
名
原
因
の
あ
る
者
に
対
す
る
決
議
要
件
の
全
員
一
致
に
つ
い
て
、
そ
の
共
通
除
名
原
因
を
有

　
　
　
す
る
者
の
凡
て
髪
除
い
た
も
の
で
可
と
解
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
馬

　
（
一
一
）
　
ど
り
わ
け
、
合
名
会
社
の
無
限
責
任
社
員
に
つ
い
て
は
、
そ
わ
が
い
わ
ゆ
る
自
己
機
関
の
性
格
を
憎
く
示
し
て
、
各
社
員
の
業
務
執
行
（
七
〇

　
　
　
条
）
、
代
表
（
七
六
条
）
を
明
規
し
、
業
務
執
行
に
つ
い
て
は
定
款
に
別
段
の
定
め
を
し
た
と
，
き
（
七
〇
臨
本
丈
）
、
代
表
に
つ
い
て
は
定
款
叉
は

　
　
　
総
社
員
の
同
意
を
以
て
だ
け
、
之
と
．
異
っ
た
方
法
に
よ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
七
六
条
但
書
）
。
之
に
対
し
て
有
限
会
社
の
取
締
役
の
業
務
執
行

　
　
　
は
過
半
数
で
、
そ
の
方
針
を
定
め
る
も
、
の
と
し
て
い
る
の
は
、
株
式
会
社
と
同
様
で
あ
る
（
有
限
二
六
条
）
。
し
か
し
具
体
的
業
務
活
動
は
各
自
の

　
　
　
単
独
執
行
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
三
）
　
新
商
法
二
六
〇
条
が
業
務
採
血
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
が
こ
れ
を
決
す
る
と
し
た
の
は
、
そ
の
業
務
執
行
の
基
本
方
針
、
並
に
重
要
事
項
に
つ
い

　
　
て
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
、
凡
て
．
の
日
常
の
業
務
執
行
を
、
合
議
決
定
を
要
す
る
も
の
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
（
民
法
六
七
〇
条
二
項
三
項
参

　
，
照
）
、
’
多
く
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
（
例
え
ば
田
中
誠
二
博
士
「
確
定
改
正
会
社
法
解
説
」
ご
三
頁
以
下
）
。
9

（
四
）
　
即
ち
取
締
役
会
と
、
代
表
取
締
役
制
度
へ
の
分
権
化
は
、
取
締
役
制
度
の
職
能
分
化
と
し
て
、
企
業
経
済
社
会
の
発
達
が
、
必
然
的
に
要
求
し
て

　
　
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
荷
お
、
，
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
高
瀬
博
士
編
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
一
〇
七
頁
以
下
、
廟
祀
健
一
郎
教
授
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
に
於
け
る
取

　
　
締
役
会
」
　
（
京
大
「
英
米
会
社
法
研
究
」
、
所
牧
六
九
頁
以
下
、
一
定
日
O
『
9
昌
σ
q
ρ
O
o
壱
。
同
鉾
ご
b
冨
≦
h
曾
O
h
臣
6
窪
ω
餌
⇔
亀
三
巴
o
o
8
機
ρ
お
ら
。
㎝
・

　
　
寓
●
同
貞
・
o
Ω
℃
o
目
白
①
p
》
q
＄
口
固
ω
①
o
づ
昏
①
唱
言
。
画
意
①
o
h
昼
薯
植
σ
q
o
＜
霞
昌
言
o
q
o
亀
℃
o
B
8
傷
繭
目
8
8
話
導
出
㊤
9
。
一
．

（
五
）
「
，
こ
の
実
情
に
つ
い
て
は
・
、
田
中
誠
二
博
士
「
新
会
社
法
論
」
上
巻
二
六
八
頁
以
下
、
同
「
確
定
改
正
会
社
法
解
説
」
　
＝
六
頁
以
下
、
紐
稿
「
取

　
　
締
役
会
の
研
究
」
民
商
法
雑
誌
三
巻
六
号
四
九
頁
以
下
等
参
照
。

〈
六
）
同
見
、
田
中
誠
二
博
士
、
昌
昌
「
新
会
社
法
論
」
二
六
八
頁
、
同
「
確
定
解
説
」
コ
六
頁
。

（
七
）
　
即
ち
株
式
会
社
で
は
油
監
査
役
は
必
贋
で
あ
り
（
商
法
二
士
五
条
な
ど
参
照
）
、
検
査
役
は
、
発
起
設
立
の
接
合
（
商
L
七
三
条
】
項
）
、
募
集

　
．
設
立
で
も
、
い
わ
ゆ
る
会
社
に
と
っ
て
危
険
な
約
束
事
項
を
定
め
た
定
款
を
有
す
る
揚
合
（
】
八
一
条
）
は
必
要
で
あ
り
、
創
立
総
会
又
は
株
主
総

　
　
会
の
決
議
で
選
任
す
る
任
意
の
も
の
と
ハ
一
八
四
条
三
項
二
三
八
条
）
二
の
型
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
有
限
会
社
で
は
、
こ
の
検
査
役
は
勿
論
（
有

　，

ﾀ
会
社
法
四
一
条
）
、
監
査
役
も
必
要
機
関
と
せ
す
、
任
意
機
関
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
有
限
会
社
法
三
三
条
）
。
そ
し
て
合
名
・
合
資
会
社
で

　
　
は
、
こ
う
し
た
特
設
の
監
査
機
関
は
な
く
、
…
業
務
執
行
を
担
当
し
な
い
各
社
員
に
監
視
権
を
与
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
，
（
商
法
六
八
条
民
法
六
七
三

　
　
条
参
照
）
。

（
八
）
、
ζ
の
意
味
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
作
用
別
に
見
る
な
ら
ば
、
執
行
作
用
と
、
監
督
監
睨
作
用
の
二
の
み
が
、
本
質
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
所
以

　
　
で
あ
る
。
街
お
、
拙
椅
「
企
業
の
監
督
機
構
論
」
法
政
研
究
十
八
巻
四
号
三
頁
以
下
参
照
。
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論設
　
（
九
）
　
何
何
お
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
制
度
に
関
し
て
は
、
口
・
毛
●
b
d
巴
富
江
宣
Φ
》
O
”
6
0
壱
。
「
9
岳
。
口
ω
・
一
㊤
畠
・
ゆ
一
a
霧
け
・
℃
ω
酔
O
＜
o
昌
9
ぼ
磐
畠
び
o
O
閑
。
置

　　

@
量
　
．
膏
冨
芭
塵
旧
き
邑
㊤
．
・
雲
霧
以
下
・
伊
沢
孝
霜
曇
「
禁
の
自
衛
藁
葺
権
の
雷
序
」
阻
大
学
・
法
攣
会
繊

　　

@
雑
輩
・
三
五
頁
以
夷
璽
教
授
「
馨
地
位
の
強
化
・
ア
・
・
力
法
」
（
京
嚢
響
編
「
蒙
社
法
研
究
」
＝
蓋
臨

　
　
　
下
）
な
ど
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辱
　
　
　
　
　
　
H
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

組
織
原
遷
し
て
の
・
集
権
制
と
分
権
制
に
は
・
極
め
て
多
く
の
究
明
す
べ
籍
間
題
が
あ
る
と
考
え
嘉
一
㌔
企
業
機
関
構
成
に
於
け

る
集
権
と
分
権
に
つ
い
て
も
、
双
方
に
充
分
考
慮
す
べ
き
、
長
所
と
短
所
と
が
存
す
る
。
即
ち
集
権
的
構
造
を
と
る
な
ら
ば
、
企
業
運
営

は
敏
速
且
つ
時
宜
に
応
じ
た
活
動
が
可
能
で
あ
る
反
面
、
．
そ
の
集
権
的
機
関
の
権
限
濫
用
、
不
正
活
動
を
行
わ
せ
る
危
険
性
を
包
揖
す
る

の
を
免
れ
な
い
。
又
こ
の
集
権
制
で
は
、
企
業
活
動
の
統
一
性
と
計
面
性
の
確
保
の
点
で
は
罵
れ
、
且
つ
そ
の
企
業
運
営
上
の
責
任
を
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
組
織
上
の
長
所
を
も
保
有
す
る
。

　
之
に
対
し
て
分
権
的
構
造
の
下
で
は
、
前
記
の
集
権
制
の
弊
と
言
う
べ
き
、
企
業
機
関
の
権
限
濫
用
、
專
権
に
よ
る
不
正
運
営
に
陥
る

こ
と
を
予
防
し
、
防
止
す
る
点
で
秀
れ
る
外
、
公
平
且
つ
幾
重
な
運
営
の
保
障
で
、
企
業
の
確
実
健
全
運
営
を
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

そ
の
反
面
、
そ
の
執
行
力
と
機
敏
性
を
低
め
、
不
統
一
性
と
責
任
の
不
明
確
化
を
招
来
す
る
弱
点
を
保
有
す
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
’

し
か
し
分
権
は
常
に
相
互
牽
制
作
用
の
み
を
営
む
も
の
と
即
断
す
べ
き
で
は
な
く
馬
協
同
主
義
の
下
に
運
営
さ
れ
る
可
能
性
も
存
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
而
し
て
近
代
企
業
で
は
、
そ
の
企
業
活
動
に
は
機
敏
性
と
責
任
制
は
殆
ん
ど
不
・
可
鮫
の
程
度
に
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
見
れ

ば
、
企
業
運
営
上
の
必
要
性
は
当
然
、
企
業
機
関
の
集
権
制
へ
と
傾
か
な
い
わ
け
に
行
か
な
い
し
、
そ
の
集
権
は
執
行
機
関
へ
の
集
権
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
，

う
方
向
を
辿
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
改
正
前
商
法
の
時
代
で
は
、
株
主
総
会
を
最
高
機
関
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
実

際
響
は
取
締
役
忠
で
あ
っ
た
こ
と
ば
参
に
も
明
白
憲
実
で
あ
％
独
そ
の
他
で
婁
の
通
り
で
あ
っ
姪
㏄
そ
し
て
デ
メ
リ
ヵ



■

　
は
、
流
石
に
、
高
度
の
企
業
経
営
を
自
負
す
る
国
で
あ
る
だ
け
に
、
早
く
か
ら
取
締
役
会
中
心
主
義
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
又
顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
著
な
事
実
で
あ
り
、
わ
が
廿
五
年
の
改
正
商
法
は
こ
の
米
法
に
微
っ
て
、
取
締
役
会
中
心
主
義
を
男
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
噛
し
か
し
こ
の
企
業
経
営
上
の
必
要
性
に
よ
る
集
権
主
義
傾
向
に
対
し
て
、
反
作
用
を
行
ケ
も
の
は
、
多
数
の
投
資
者
の
利
益
保
護
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　

　
要
性
で
あ
り
、
更
に
新
理
想
と
し
て
の
、
民
主
化
原
理
で
あ
り
、
そ
れ
が
企
業
に
現
わ
れ
て
の
、
企
業
所
有
の
民
主
化
と
共
に
、
企
業
経

　
営
の
塁
化
・
民
主
的
運
営
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
房
で
あ
牟
）
と
り
わ
け
・
そ
の
馨
者
が
多
数
化
し
・
而
も
そ
の
傘
の
資
本

　
拠
出
量
の
比
重
が
極
め
て
重
い
場
合
に
、
こ
の
人
々
の
利
益
擁
護
は
、
制
度
的
に
も
》
従
っ
て
機
関
構
造
の
上
で
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
更
に
屡
々
論
じ
た
よ
う
に
、
今
日
の
企
業
は
、
決
し
て
自
己
資
本
の
拠
出
者
で
あ
る
株
主
傷
社
員
だ
け
の
私
物

　
　
で
は
な
い
，
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
多
く
の
利
益
団
体
、
艦
列
群
の
負
託
を
受
け
た
社
会
的
存
在
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
ら
の
利
益
群
の
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
四
）

　
益
擁
護
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
と
り
わ
け
企
業
従
業
員
の
利
益
も
重
大
で
あ
る
。
ご
製
に
監
督
、
制
肘
作
用
の
緊
急
性
を
招
来
し
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ぬ
因
由
が
存
す
る
。
そ
れ
は
分
権
化
へ
の
道
に
あ
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
他
面
、
こ
う
し
た
多
く
の
而
も
異
種
の
利
益
群

　
　
の
、
最
大
公
約
数
的
利
益
は
、
企
業
の
健
全
な
維
持
運
行
に
あ
る
。
而
も
資
本
主
義
、
自
由
競
争
乃
至
公
正
競
争
の
社
会
で
は
、
そ
の
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
残
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
企
業
の
機
敏
性
と
合
理
化
が
、
極
め
て
強
く
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
故
に
解
決
は
、
こ
の
両
原
理
の
愛
甲
と
調
整
の
上
に
し
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
完
全
に
一
機
関
、
集
権
主
義
は
、
少
く
と
も
法
人
機
関

　
　
と
し
て
は
、
考
え
得
な
い
。
七
か
し
企
業
運
営
の
必
要
性
は
、
可
及
的
に
集
権
主
義
を
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
制
肘
、
分
権
を
ど
の

　
　
程
度
に
す
る
か
は
、
そ
の
企
業
組
織
の
種
別
（
例
え
ば
、
合
名
、
．
合
資
な
ど
と
、
株
式
、
有
限
な
ど
と
）
、
更
に
は
そ
の
業
種
（
例
え
ば

　
　
製
造
業
と
（
商
品
売
買
業
、
貿
易
業
な
ど
）
に
よ
っ
て
も
異
な
る
も
の
が
、
あ
惹
べ
き
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

説　
　
　
（
一
）
　
即
ち
、
い
わ
ゆ
る
集
権
制
と
、
分
権
の
意
義
、
そ
の
役
割
等
に
つ
い
て
は
　
∩
●
寓
鋤
H
比
ω
”
U
①
o
o
口
霞
ゆ
ご
の
①
翫
。
団
円
げ
o
q
o
戸
冒
昌
9
Ω
一
〇
h
℃
ロ
σ
認
。

論　
　
　
　
　
》
α
ヨ
回
書
ψ
寝
帥
菖
o
P
＜
o
ド
自
・
2
9
悼
●
蝋
山
政
道
博
士
「
行
政
組
織
論
」
二
三
七
頁
以
下
、
及
び
二
四
四
頁
以
下
、
吉
富
教
授
「
行
政
学
」
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帰

解

　
　
　
　
　
　
頁
以
下
。
な
お
、
タ
臼
騨
♪
目
論
①
昌
◎
ω
首
℃
o
げ
ζ
o
》
鳥
露
ヨ
一
ω
露
助
鉱
O
p
お
ω
G
。
・
℃
・
一
α
ド
置
b
。
…
○
げ
①
ω
三
塁
O
o
昌
茸
巴
鋤
＆
ピ
o
o
勘
O
o
詰
皆
ヨ
①
昌
．

，
設

　
　
　
　
　
　
一
⑩
日
℃
．
G
。
b
。
G
。
…
冒
。
ぞ
誌
ρ
ら
ε
梓
轟
言
9
猷
。
昌
く
①
鵠
諺
U
8
0
9
鼓
胴
冒
昌
。
炉
昏
①
》
B
①
目
一
。
露
霜
℃
○
露
甘
巴
の
。
凶
0
8
①
ヵ
。
〈
一
。
ヨ
一
露
卜
。
・
因
誇

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
℃
●
。
。
q
㊤
胴
》
9
0
ω
ω
①
霞
ρ
O
魯
實
鉱
闘
。
D
鎖
江
。
コ
》
α
諺
剛
息
印
窪
9
轟
く
①
噂
お
O
磨
U
o
冨
び
8
田
沼
U
伽
。
Φ
導
玉
箒
p
δ
戯
。
ロ
》
α
旨
冒
一
ω
嘗
僧
二
く
P
一
㊤
8
・

　
　
　
　
（
二
）
　
こ
の
集
権
制
の
長
短
に
つ
い
て
は
、
行
政
学
そ
の
他
の
研
究
例
え
ば
、
蝋
山
政
道
博
士
「
行
政
組
織
論
」
二
四
七
頁
以
下
に
長
所
を
、
そ
し
て
二

　
　
　
　
　
　
五
二
頁
以
下
で
は
短
所
を
、
主
と
し
て
行
政
権
に
つ
い
て
で
あ
る
が
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
三
）
　
分
権
制
の
長
短
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
前
記
、
蝋
山
政
道
博
士
「
行
政
組
織
論
」
一
幽
ご
二
七
頁
以
下
り

　
　
　
　
（
四
）
　
し
か
し
分
権
が
∴
均
衡
・
相
互
索
書
の
作
用
の
み
を
営
む
も
の
で
は
な
く
、
分
立
し
た
も
の
が
、
反
対
に
相
互
協
力
、
協
同
の
方
向
に
、
働
く
面

　
　
　
　
　
　
も
あ
り
、
必
ず
し
も
一
概
に
は
論
断
し
得
な
い
も
分
で
あ
る
こ
と
は
、
，
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
点
で
あ
ろ
ヶ
。

　
　
　
、
（
五
）
　
こ
の
立
揚
を
9
、
真
正
面
か
ら
認
め
て
、
老
の
集
権
独
裁
的
地
位
に
あ
る
取
締
役
の
権
限
濫
用
を
予
防
し
、
そ
の
青
任
■
を
嚴
格
旦
つ
実
効
的
に
追
求

　
　
　
　
　
　
す
る
企
業
法
理
論
こ
そ
、
実
際
的
で
あ
り
、
緊
急
で
あ
る
と
す
惹
の
が
、
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
　
（
昭
和
十
三
年
刊
）
の
根
本
主
張
で

　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
（
六
）
　
こ
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
増
地
庸
次
郎
博
士
「
株
式
会
社
」
一
六
頁
以
下
、
同
「
株
式
会
社
忙
於
け
る
支
配
形
態
」
経
営
学
研
究
一
三
冊
六
八
頁

　
　
　
　
　
　
中
西
寅
雄
「
株
式
会
社
の
議
決
権
及
び
機
関
」
　
（
株
式
会
社
制
度
）
九
二
頁
、
西
野
嘉
一
郎
「
近
代
株
式
会
社
論
」
一
四
〇
頁
、
上
田
貞
次
郎
博
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
」
「
株
式
会
社
経
済
論
」
九
九
頁
以
下
、
　
高
瀬
博
士
編
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
五
〇
頁
以
下
、
　
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
七
六
頁
以

　
　
　
　
　
　
下
、
由
中
誠
二
博
士
「
全
訂
会
社
法
提
要
」
二
二
五
頁
以
下
。

　
　
　
　
（
七
）
ω
g
ヨ
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目
9
言
量
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・
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円
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q
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δ
レ
客
足
b
鴨
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①
房
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ぎ
g
二
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自
β
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一
ω
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重
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冨
昌
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護
暮
の
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冨
皆
一
り
G
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c
ゆ
ψ
。
。
曽
騨

　
　
　
入
八
）
　
例
え
ば
ヒ
σ
巴
冨
葺
ぎ
ρ
　
○
昌
　
n
o
『
℃
o
鳳
葺
δ
昌
伊
一
⑩
ら
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●
…
，
男
層
○
．
O
Q
冠
戯
。
詳
　
一
W
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ω
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論説

　
　
謹
α
∴
ヨ
日
●
じ
ご
憲
ρ
曾
鷲
①
M
・
ぎ
σ
q
旨
。
じ
口
。
餌
a
。
h
u
冨
g
。
撰
父
母
爵
乱
b
d
琶
昌
鼠
霧
く
冨
適
．
冒
づ
・
一
Φ
㎝
。
・

（
九
）
　
鈴
木
●
石
井
両
教
授
「
改
正
株
式
会
社
法
解
説
」
一
〇
四
頁
以
下
、
田
中
誠
二
博
士
「
確
定
改
正
会
社
法
解
説
」
丸
七
頁
、
岡
咲
恕
一
氏
「
解
説

　
　
改
正
会
社
法
」
一
九
頁
以
下
な
ど
凡
て
之
を
解
説
す
る
と
こ
ろ
で
、
余
り
に
も
顯
露
な
事
実
で
あ
る
。

（
一
〇
）
　
即
ち
極
め
て
集
三
度
の
高
い
状
況
を
示
し
て
い
た
財
閥
そ
の
他
の
手
か
ら
、
株
式
そ
の
他
の
証
券
を
・
、
一
般
国
民
又
愉
そ
の
企
業
の
従
業
員
な

　
　
ど
の
手
に
渡
す
よ
う
努
力
し
た
。
即
ち
財
閥
解
体
に
よ
る
証
券
処
理
と
、
物
納
株
⑳
放
出
な
ど
に
つ
い
て
、
特
に
努
力
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
（
証

　
　
券
保
有
制
限
令
二
条
以
下
、
昭
利
ニ
ニ
年
法
八
号
「
有
価
証
券
の
処
分
の
調
整
量
に
関
す
る
法
律
」
等
参
照
）
。
　
街
お
、
こ
の
全
国
的
の
処
理
状
況

　
　
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
・
公
正
取
引
委
員
会
編
「
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
」
四
二
九
頁
i
四
六
四
頁
参
照
。
又
九
州
地
区
の
実
情
に
つ
き
、
拙
稿
「
九

　
　
州
地
方
の
企
業
民
主
化
の
実
情
」
九
大
、
産
業
労
働
研
究
所
所
報
二
号
四
二
頁
以
下
。

（
一
一
）
　
と
り
わ
け
従
業
員
の
企
業
信
証
の
参
加
、
更
に
は
企
業
の
利
用
者
の
発
言
確
保
な
ど
こ
そ
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ち
が
（
拙
稿
「
九
州
地
方
の

　
　
企
業
民
主
化
の
実
情
」
九
大
、
産
労
研
、
所
報
二
号
、
五
三
頁
以
下
）
、
　
経
営
協
議
会
は
機
霊
的
に
も
費
用
的
に
も
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
最
近
は

　
　
そ
れ
に
代
る
社
内
機
構
が
で
き
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
は
会
社
機
関
と
は
称
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
一
二
）
　
い
わ
ゆ
る
投
資
株
主
の
数
的
増
加
と
共
に
、
　
そ
の
企
業
の
自
己
資
本
の
大
半
叉
は
そ
れ
以
上
を
も
占
め
る
も
の
と
な
る
が
、
　
そ
の
地
域
分
散

　
　
性
の
故
も
手
伝
っ
て
、
　
総
会
に
参
加
し
な
い
株
主
と
し
て
、
　
少
数
の
企
業
家
株
圭
叉
は
企
業
の
経
営
陣
に
無
条
件
信
託
し
て
い
る
立
揚
に
あ
る
。
，

　
　
こ
の
よ
う
な
投
資
家
保
護
は
、
　
ア
メ
リ
カ
で
は
そ
の
証
券
民
主
化
が
徹
底
し
て
い
る
関
係
も
あ
る
が
、
　
重
要
視
さ
れ
、
取
締
役
の
受
託
者
的
地
位

　
　
（
臨
含
包
9
0
q
ω
寡
言
の
）
の
認
識
と
責
任
と
を
要
求
し
で
い
る
Q
　
（
毛
・
鈎
．
O
鑓
昌
α
q
P
O
O
愚
O
鎚
餓
。
昌
冨
薫
臨
。
吋
o
h
ロ
。
①
誘
鴛
阜
創
岸
0
9
霞
ρ

　
　
一
㊤
。
。
㎝
●
℃
●
海
O
吟
　
高
柳
賢
三
博
士
「
不
在
株
主
の
保
護
と
受
託
者
倫
理
」
法
曹
時
報
二
巻
一
号
一
頁
以
下
）
大
隅
健
一
郎
教
授
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法

　
　
に
於
け
る
取
締
役
会
」
（
英
米
会
社
法
、
所
収
、
八
五
頁
以
下
）
b

（
ニ
ニ
）
　
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
七
頁
以
下
参
照
。

（
一
四
）
　
拙
著
、
前
卜
書
三
三
頁
、
「
営
団
と
統
制
会
」
　
】
一
頁
、
拙
稿
「
勤
労
者
に
よ
る
企
業
の
民
主
化
」
（
上
）
九
州
労
働
月
報
】
○
号
三
頁
以
下
。
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曜

論説

　
同
「
九
州
地
方
の
企
業
民
主
化
の
実
情
」
九
大
産
労
研
、
所
報
二
号
五
二
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
一
五
）
　
こ
の
近
代
企
業
の
鴛
か
れ
て
い
る
地
位
と
、
実
情
と
を
、
正
饗
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
す
る
。

二
　
　
分
権
の
度
，
合
…
…
二
丁
制
、
三
権
制
、
多
数
権
制

　
豹
　
総
　
説
　
　
上
記
め
よ
う
に
、
近
代
企
業
で
は
、
そ
の
企
業
運
営
の
必
要
性
か
ら
集
権
化
を
希
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
他
面
投
資

者
そ
の
他
の
企
業
関
係
者
の
利
益
保
護
、
更
に
は
民
主
化
の
要
望
は
、
こ
れ
の
反
対
作
用
と
し
て
、
分
権
制
へ
の
動
き
を
見
せ
る
の
で
あ

る
が
、
完
全
な
一
権
主
義
は
、
法
人
の
制
度
と
し
て
は
な
く
、
多
く
は
二
宮
、
又
は
三
権
、
或
い
は
そ
れ
以
上
と
し
て
い
る
も
の
が
多

い
。
唯
そ
の
場
合
、
そ
の
コ
権
、
三
権
を
必
ず
し
も
対
等
権
限
に
は
お
か
す
、
叉
運
用
で
お
か
れ
な
く
て
、
特
定
の
一
権
、
特
に
多
ズ
は
執

行
機
関
へ
の
集
権
制
を
形
造
る
も
の
が
支
配
的
で
あ
る
と
言
い
得
る
。
而
し
て
こ
の
二
権
か
、
三
権
か
、
い
つ
れ
を
採
る
か
の
問
題
は
、

必
ず
し
も
、
例
え
ば
会
社
の
人
的
会
社
・
物
的
会
社
、
少
数
企
業
。
多
数
企
業
か
ら
は
、
決
定
的
な
差
異
を
示
さ
ず
、
唯
特
設
機
関
と
し

て
は
、
人
的
会
社
は
二
権
制
を
示
し
、
少
数
企
業
で
は
、
そ
の
機
構
の
簡
素
化
と
柔
軟
性
が
少
数
分
権
制
に
名
染
み
易
い
の
み
で
あ
る
。

之
に
対
し
て
財
団
的
企
業
は
、
そ
の
性
格
上
、
二
権
制
を
と
る
こ
と
は
顯
著
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
分
権
は
例
外
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
副
　
三
権
制
度
　
　
こ
れ
は
企
業
の
機
関
と
し
て
、
二
種
の
も
の
し
か
保
有
し
な
い
制
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
三
権
に
は
、
い
わ

ゆ
る
意
思
機
関
と
執
行
機
関
の
二
権
分
立
㊨
制
度
と
、
執
行
機
関
と
監
査
機
関
と
の
二
権
分
立
の
制
度
と
の
二
型
が
あ
る
。

　
前
者
即
ち
意
思
機
関
と
執
行
機
関
の
二
権
制
の
も
の
は
、
合
名
会
社
、
合
資
会
社
な
ど
の
人
的
会
社
は
、
社
員
総
会
と
代
表
社
員
の
コ

機
関
制
で
あ
㍗
更
に
は
有
限
会
社
も
法
定
最
低
要
件
と
し
て
の
鯖
構
盛
・
社
員
総
会
巌
締
役
㊤
一
権
制
で
あ
奪
、
又
ア
メ
リ
カ
の

株
式
会
社
も
、
株
主
総
会
と
取
締
役
と
の
三
権
制
で
あ
吃
呆
の
「
公
芒
と
し
て
の
国
有
鉄
道
も
・
こ
の
謬
加
え
ら
る
べ
き
二
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
制
度
と
言
い
得
る
か
と
見
え
る
。
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論説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
∀

　
而
し
て
後
者
即
ち
執
行
機
関
と
監
査
機
関
の
二
権
制
を
探
る
も
の
は
、
戦
時
中
の
営
団
。
金
庫
な
ど
は
道
の
型
に
属
す
る
と
見
得
る
。

即
ち
財
団
法
人
的
性
格
の
企
業
体
で
は
、
元
来
、
社
員
は
無
い
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
社
員
総
会
の
構
成
は
考
え
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
重
要
な
企
業
政
策
文
は
運
営
大
綱
の
決
定
に
対
し
て
、
理
事
機
関
に
拘
束
的
に
、
叉
は
任
意
的
に
、
意
見
を
提
出
す
る
諮
問
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
六
）

を
設
け
て
い
る
も
0
も
存
す
る
。

　
（
一
）
，
即
ち
通
説
の
意
味
で
の
機
関
と
し
て
は
、
合
名
、
合
資
会
社
は
二
権
制
で
あ
る
が
、
私
は
合
名
会
社
に
於
け
る
非
執
行
社
員
、
合
資
会
社
の
同
上

　
　
　
社
員
並
に
有
限
責
任
社
員
の
有
す
る
監
睨
権
に
つ
い
て
も
、
機
関
的
性
格
を
認
め
る
立
揚
か
ら
す
れ
ば
家
に
述
べ
る
三
権
制
と
も
言
い
得
る
。

　
（
二
）
　
有
限
会
社
法
は
、
法
定
の
必
要
機
閑
と
し
て
は
、
社
員
総
会
と
、
取
締
役
の
二
機
関
の
み
で
（
同
法
二
五
条
、
三
五
条
以
下
参
照
）
、
監
査
役
は

　
　
　
．
任
意
機
関
と
し
て
い
る
・
，
（
同
法
三
三
条
）
Q
し
か
し
実
際
に
は
、
監
査
役
を
置
い
て
、
三
権
翻
を
採
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
。

　
（
三
）
　
こ
の
ア
メ
リ
カ
法
も
、
意
思
機
関
と
、
執
行
機
関
の
・
二
権
主
義
の
外
観
を
示
す
が
（
内
実
は
更
に
多
権
制
な
の
で
あ
る
。
即
ち
執
行
機
関
は
、
取

　
　
　
締
役
会
（
b
d
o
碧
α
o
軌
＆
「
o
o
ε
門
。
D
）
と
、
役
員
’
（
o
h
注
o
o
吋
ω
）
に
分
れ
、
　
取
締
役
会
で
は
、
企
業
経
営
の
基
本
方
針
、
並
に
重
要
事
項
を
決
定
し
、

　
　
　
そ
れ
を
役
員
を
し
て
実
行
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
役
員
は
、
社
長
（
℃
同
。
ω
置
。
鼻
）
だ
け
を
取
締
役
と
し
、
そ
れ
以
外
の
副
社
長
（
〈
一
8
－

　
　
　
℃
『
o
曾
q
o
馨
）
及
び
秘
書
役
（
o
D
o
身
。
雷
画
図
）
会
計
役
（
日
触
Φ
9
ω
口
賊
。
吋
）
な
ど
は
、
凡
て
非
取
締
役
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
　
　
　
唯
、
多
く
の
諸
国
の
事
例
と
異
な
っ
て
、
監
査
役
制
度
を
持
た
な
い
と
い
う
点
で
こ
の
型
に
入
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
代
り
、
社
外
の
公
認

　
　
　
会
計
士
の
間
接
的
な
強
制
監
査
と
、
各
株
主
の
自
治
監
督
的
機
関
作
用
を
強
く
且
つ
広
く
認
め
る
実
情
か
ら
す
れ
ば
、
多
数
権
制
と
も
言
う
べ
き
実

　
　
　
体
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
四
）
　
即
ち
日
本
国
有
鉄
道
法
（
昭
和
廿
三
年
十
二
月
法
律
二
五
六
号
）
で
は
、
法
定
機
関
と
し
て
は
、
監
理
委
員
会
と
役
員
と
の
二
者
を
規
定
し
、
前

　
　
　
者
は
日
本
国
有
鉄
道
譜
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
「
日
本
国
有
鉄
道
の
業
務
面
革
を
指
導
統
制
す
る
権
限
と
責
任
を
有
す
る
」
も
の
と
さ
れ

　
　
　
　
（
同
法
一
〇
条
）
、
役
員
は
、
総
裁
、
副
総
裁
及
び
理
事
か
ら
成
る
が
（
同
法
一
八
条
）
、
総
裁
は
代
表
と
業
務
総
理
の
権
を
（
同
法
】
九
条
）
、

　
　
　
副
総
裁
以
下
は
、
代
表
、
業
務
掌
理
の
権
限
を
持
つ
が
、
監
事
に
相
当
す
る
機
関
が
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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、

　
　
　
（
五
）
　
即
ち
、
営
団
及
び
金
庫
で
は
、
理
事
機
関
と
し
て
の
総
裁
、
理
事
長
、
理
事
な
ど
と
、
監
査
機
閨
と
し
て
の
監
事
だ
け
が
あ
っ
て
、
議
決
機
関
と

説　
　
　
　
　
レ
て
の
総
会
屋
が
な
い
（
拙
蓋
営
団
と
統
制
会
」
二
四
費
以
下
及
望
墨
壷
以
下
、
つ
企
業
の
国
家
性
L
交
頁
以
下
な
ど
参
照
）
。

論　
　
　
（
六
）
　
し
か
し
、
こ
の
理
事
長
機
関
の
諮
問
機
関
と
し
で
、
又
は
意
見
具
申
機
関
と
し
て
、
　
「
評
議
員
」
と
い
う
諮
問
機
関
を
、
同
じ
く
主
務
大
臣
の
任

　
　
　
　
　
命
で
お
い
て
い
る
。
そ
の
評
議
員
は
総
裁
又
は
理
事
長
の
諮
問
に
応
じ
、
又
営
團
の
事
業
経
営
上
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
き
る
も
の
と
し
て
い
る
が
（
住
宅
…
宮
団
法
一
五
条
、
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
法
一
九
条
、
農
地
欄
発
営
団
法
二
二
条
、
食
糧
営
団
法
一
八
条
、
三
〇

　
　
　
　
　
条
、
二
七
条
、
又
、
金
庫
で
も
南
方
開
発
金
庫
以
外
に
は
、
　
こ
の
制
度
が
あ
っ
た
。
　
例
え
ば
庶
民
金
庫
法
一
六
条
、
戦
時
金
融
金
庫
一
三
条
一
五

　
　
　
　
　
条
、
国
民
厚
生
金
庫
法
一
六
条
、
恩
給
金
庫
法
一
七
条
等
。
）
、
独
立
の
一
企
業
機
関
と
見
る
べ
琶
で
は
な
く
、
理
事
長
機
関
の
補
助
機
関
と
見
る
方

　
　
　
　
　
が
正
し
い
の
で
、
や
は
り
営
団
は
こ
の
評
議
員
制
が
あ
る
と
し
て
も
、
街
お
、
二
権
制
と
見
る
べ
き
も
の
と
信
ず
る
ρ
倫
お
拙
著
「
営
団
と
統
制
会
」

　
　
　
　
　
二
七
五
頁
以
下
及
び
二
四
六
頁
、
　
「
企
業
の
国
家
性
」
六
九
頁
参
照
）
。

　
　
　
而
し
て
こ
の
二
権
制
度
の
場
合
の
権
限
分
配
は
、
上
記
の
二
型
に
よ
り
異
な
る
が
、
意
思
機
関
と
執
行
機
関
の
場
合
は
、
多
く
は
企
業

　
　
経
営
の
大
綱
な
ど
は
、
意
思
機
関
の
決
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
細
部
に
亘
り
、
又
日
常
業
務
活
動
の
比
較
的
重
要
な
も
の
な
ど
は
挙
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

　
　
て
、
執
行
機
関
に
委
せ
ら
れ
る
こ
と
が
通
例
で
、
強
度
の
理
事
機
関
信
任
型
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
的
会
社
に
し
て
も
、
有
限

　
　
会
社
に
し
て
も
、
元
来
少
数
者
の
企
業
形
態
で
あ
り
、
且
つ
人
的
相
互
信
頼
乃
至
理
解
の
存
し
得
る
者
の
間
で
の
企
業
で
、
未
知
人
の
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
）

　
　
入
、
侵
入
は
許
さ
ぬ
形
態
で
あ
る
こ
と
に
も
基
因
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

　
　
　
又
執
行
機
関
と
監
査
機
関
の
二
権
制
度
の
企
業
で
は
、
一
層
執
行
機
関
中
心
で
業
務
運
営
の
一
切
は
挙
げ
て
、
そ
の
理
事
機
関
の
意
見

　．

ﾆ
責
任
に
於
て
遂
行
さ
れ
、
唯
、
法
令
背
反
、
不
正
な
ど
の
監
督
監
視
の
み
が
、
監
査
機
関
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
だ
け
で
、
而
も
こ
の
種

　
　
　
　
艦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
∀

　
　
の
企
業
の
監
査
機
関
は
、
理
事
機
関
と
全
く
同
じ
く
政
府
そ
の
他
の
監
督
官
庁
の
任
命
す
る
者
に
止
ま
る
こ
と
が
、
て
の
傾
向
を
強
め
る
。

　
そ
の
代
り
政
府
な
ど
の
直
接
監
督
制
が
補
充
的
に
用
意
さ
れ
て
い
る
と
言
う
が
、
こ
れ
と
て
も
、
有
価
証
券
市
場
か
ら
の
監
督
監
視
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
・

　
け
る
株
式
会
社
の
そ
れ
に
遠
く
及
ば
ぬ
も
の
と
断
じ
得
る
。
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（
七
）
　
合
名
、
合
資
会
社
な
ど
で
は
、
内
部
関
係
は
広
く
民
法
の
組
合
の
規
定
を
準
用
す
る
と
し
て
（
商
六
八
条
）
、
　
当
事
者
自
治
に
委
し
て
い
る
こ
ζ

　
　
　
　
　
が
、
こ
の
著
し
い
証
左
の
一
》
三
爵
い
得
よ
う
。

　
　
　
（
八
）
　
合
名
会
社
、
合
資
会
社
の
社
員
の
加
入
、
脆
退
が
自
由
で
な
い
こ
と
は
、
或
い
は
そ
の
無
眼
責
任
に
も
関
す
る
が
、
こ
の
相
互
信
頼
企
業
と
す
る

　
　
　
　
　
建
前
か
ら
来
る
も
の
と
言
い
得
る
（
商
法
七
三
条
、
汎
O
条
、
八
二
条
、
八
四
条
以
下
な
ど
参
櫃
）
。
　
有
限
会
社
ば
改
正
法
で
多
少
変
更
し
た
が
、

　
　
　
　
　
そ
れ
で
も
未
知
人
が
突
如
と
し
て
持
分
を
取
得
し
て
入
っ
て
く
る
こ
と
を
排
し
て
い
る
h
有
限
会
社
法
．
一
九
条
二
項
以
下
参
照
）
。

　
　
　
（
九
）
　
即
ち
、
例
ば
佳
宅
営
団
（
同
法
一
二
条
）
、
産
業
設
備
営
団
（
同
法
＝
二
条
）
、
帝
都
高
速
度
交
通
営
団
（
同
法
一
七
条
）
、
重
要
物
資
管
理
営
団

　
　
　
　
　
　
（
同
法
一
・
二
条
）
、
農
地
開
発
営
団
（
同
法
】
九
条
）
、
食
糧
営
団
（
同
法
一
八
条
、
二
七
条
）
、
南
方
開
発
金
庫
（
同
法
一
五
条
）
、
日
銀
（
同
法
】

　
　
　
　
　
六
条
）
・
戦
時
金
融
金
庫
（
同
法
一
五
条
）
、
国
民
厚
生
金
庫
（
同
法
一
三
条
）
、
庶
民
金
庫
（
同
法
＝
二
条
〉
、
恩
給
金
庫
（
同
法
一
五
条
）
、
な
ど

　
　
　
　
　
凡
て
、
そ
の
監
査
機
関
と
し
て
の
監
事
は
、
理
事
と
同
様
、
政
府
が
任
命
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伺
お
、
詳
細
は
拙
著
「
営
団
と
統
制
会
」
二
四
六

　
　
　
　
　
頁
及
び
二
七
五
頁
以
下
（
　
「
企
業
の
国
家
性
」
六
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
－
（
】
○
）
・
即
ち
営
団
・
金
庫
の
制
度
で
は
、
民
間
資
金
を
入
れ
た
も
の
で
も
、
有
栖
証
券
と
し
て
の
出
資
証
券
は
発
行
し
な
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
有
、

　
　
　
　
　
価
証
券
市
揚
か
ら
批
判
を
さ
れ
、
監
督
監
硯
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
機
構
上
重
要
な
鮫
陥
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
戦
曾
中
に
於
て

　
　
　
　
　
も
。
主
張
し
続
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
拙
著
「
営
団
と
統
制
会
」
二
八
六
頁
以
下
、
　
「
企
業
の
国
家
性
」
七
九
頁
な
ど
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
、
絡
戦
後
の
「
公
団
」
が
．
全
く
同
様
の
機
構
的
弱
点
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
覗
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
案
の
定
、
　
一
五
に
及
ん
だ

　
　
　
　
　
公
団
は
、
殆
ん
ど
重
職
事
件
な
ど
の
不
事
事
を
起
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
機
構
上
の
訣
陥
に
も
著
し
く
依
る
ご
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
周
　
三
権
制
度
　
　
三
権
制
度
は
、
わ
が
国
で
も
、
世
界
で
も
、
・
最
も
支
配
的
な
企
業
機
関
構
造
と
称
し
て
も
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
　
鞠

　
　
れ
で
そ
の
場
合
の
三
権
は
・
、
い
わ
ゆ
る
意
思
機
関
、
執
行
機
関
と
監
査
機
関
の
三
者
で
、
そ
の
三
機
関
分
立
は
・
恰
か
も
立
憲
政
治
に
於
ゆ

隠
る
至
適
裁
判
所
の
三
聖
山
皿
の
形
態
に
瑳
も
垂
れ
希
ち
こ
の
こ
と
は
、
夙
に
、
　
ル
・
・
↓
幕
馳

　
　
潔
し
て
以
来
、
一
般
に
広
×
援
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
は
既
に
一
言
し
た
。
そ
し
て
こ
の
三
権
分
立
を
探
る
も
の
は
、
株
式
会
社

’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
改
正
前
の
商
法
が
正
確
に
こ
れ
で
あ
り
、
英
国
の
株
式
会
社
、
独
の
株
式
会
社
、
仏
の
株
式
会
社
な
ど
で
も
同

　
　
　
　
　
（
五
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
蜘

説　
　
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
わ
が
国
の
特
殊
会
社
法
も
、
相
互
保
険
会
社
の
機
関
構
造
も
こ
れ
で
あ
り
、
更
に
有
限
会
社
も
、
既
述
の
如
く
法

，
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
定
最
低
限
は
社
員
総
会
と
取
締
役
の
二
権
制
で
あ
り
な
が
ら
、
－
実
際
で
は
任
意
機
関
と
さ
れ
て
い
る
監
査
役
を
も
置
い
た
三
権
制
を
と
る
　
2
・

　
　
も
の
が
多
趣
又
前
記
の
合
名
・
合
資
会
社
で
も
・
そ
の
貰
の
監
督
監
視
作
用
に
欝
性
を
認
め
る
山
蕩
に
立
つ
な
ら
ば
・
や
は
り
こ
蹟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
曳
に
三
権
制
と
見
る
べ
き
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
記
し
こ
の
三
機
関
分
立
の
場
合
の
職
務
権
限
は
、
一
般
に
は
意
思
機
関
と
し
て
の
株
主
総
会
、
又
は
社
員
総
会
は
、
企
業
の
資
本
所
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
　
者
と
し
て
、
最
も
重
要
に
し
て
最
高
的
企
業
意
思
決
定
を
担
当
す
る
も
の
と
し
て
居
り
、
執
行
機
関
と
し
て
．
の
取
締
役
は
、
業
務
経
営
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
具
体
的
方
針
を
定
め
、
之
を
対
内
関
係
で
指
揮
実
行
さ
せ
、
対
外
的
に
は
契
約
締
結
そ
の
他
の
代
表
活
動
を
す
る
。
そ
し
て
監
査
機
関
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
し
て
の
監
査
役
は
、
広
く
取
締
役
の
業
務
執
行
を
監
督
し
、
会
社
財
政
の
監
査
に
任
す
る
も
の
と
さ
れ
る
の
が
通
常
の
型
で
あ
る
。

　
　
　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
三
権
分
立
を
、
立
憲
政
治
に
於
て
、
　
一
理
想
型
と
す
る
理
由
は
、
そ
の
魯
Φ
簿
窪
創
び
巴
き
8
の
制
度
に
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
　

　
　
公
正
と
餐
当
と
を
維
持
し
て
、
筍
も
專
横
の
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
目
標
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
公
正
と
変
当
を
、
不
断
の

　
　
理
想
と
し
て
運
営
す
べ
き
政
治
の
運
営
に
於
て
さ
え
も
、
等
し
く
立
憲
政
と
三
権
分
立
を
樹
て
瓦
い
る
国
に
よ
っ
て
、
そ
の
三
権
の
強
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
に
著
し
い
差
異
を
現
わ
し
て
い
る
の
は
、
被
い
難
い
事
実
で
あ
る
。
　
呪
ん
や
、
企
業
は
公
正
と
平
鋼
排
除
よ
り
は
、
そ
の
機
敏
な
活
動

　
．
と
、
時
機
を
逸
し
な
い
敏
速
判
断
と
処
置
を
、
殆
ん
ど
不
可
鋏
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
機
関
の
完
全
な
対
等
鼎
立
と
い
う
こ
と

　
　
は
、
却
っ
て
不
便
で
あ
り
、
不
都
合
で
さ
え
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
有
関
係
を
重
視
し
た
段
階
に
於
け
る
立
法
で
は
、
資
本
所
有

　
　
者
と
し
て
の
意
思
機
関
を
中
心
と
し
・
笙
機
関
と
す
る
が
畷
．
企
業
牧
益
・
そ
し
て
企
業
活
動
関
係
を
重
視
す
る
経
済
社
会
と
段
階
に
於

　
　
て
は
・
執
行
機
関
又
は
理
事
機
関
の
優
位
に
組
ま
れ
る
に
至
る
傾
向
が
あ
ボ
眺
）
そ
し
て
わ
が
廿
五
年
の
改
正
法
は
・
時
代
お
く
れ
の
株
式

　
－
会
社
法
を
、
そ
の
経
済
社
会
の
実
情
に
合
う
よ
う
に
引
き
直
し
た
も
の
と
言
い
得
る
。



論説

（，

黶j

@
囚
・
廿
魯
目
餌
ロ
p
》
閃
二
。
身
。
。
暮
層
お
℃
ψ
づ
、
一
〇
冨
昌
P
出
鋤
ロ
白
虹
ω
巳
9
r
し
d
9
嗣
・
ψ
。
。
席
畷
・

　
　
　
わ
が
国
の
学
者
で
も
、
斯
く
説
明
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
例
え
ば
田
中
誠
二
博
士
「
新
会
社
法
論
」
二
二
〇
頁
、
松
本
震
治
博
士
「
日

　
　
本
会
社
法
論
」
二
四
四
頁
以
下
。

益
じ
　
即
ち
廿
五
年
五
月
の
改
正
法
以
前
の
わ
が
商
法
で
は
、
株
式
会
社
は
株
主
総
会
、
取
締
役
、
監
査
役
の
，
三
機
関
だ
け
を
、
法
定
必
要
機
関
と
し
て

　
　
い
た
。
唯
改
正
法
で
は
取
締
役
会
、
代
表
取
締
役
な
ど
の
法
的
強
制
を
受
け
て
い
る
。

（
三
）
英
の
臼
O
凶
韓
卑
o
o
貯
O
o
日
噂
”
口
団
で
は
α
q
①
ロ
。
厭
包
貯
Φ
σ
菖
ロ
映
…
島
吋
o
o
8
「
の
…
9
二
9
ε
触
ω
が
主
軸
で
あ
る
。
そ
の
外
、
言
ω
O
①
0
8
肖
な
ど
も
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
る
が
、
主
機
構
…
で
は
な
い
。

（
四
）
　
独
逸
の
》
閃
怠
。
ロ
σ
q
①
。
。
Φ
＝
ω
o
ゲ
p
津
で
は
、
寓
餌
β
℃
芝
醇
ω
”
8
資
言
口
σ
q
旧
く
O
厭
ω
酔
9
◎
β
鮎
嚇
》
口
h
獣
。
げ
房
匹
婦
の
三
機
関
で
あ
る
。

（
五
）
　
仏
の
ω
o
o
8
莇
莇
5
0
旨
凶
目
餌
で
は
、
　
嚢
。
鴇
。
ヨ
び
嵐
O
σ
q
回
目
酔
鵠
。
…
6
0
昌
の
。
旨
山
魅
鎚
ヨ
冨
域
9
該
。
口
馴
o
o
日
日
♂
ω
9
ぼ
①
ω
画
⑦
ω
∬
署
鉱
　
鋤
昌
o
o
を
主
軸
と

　
　
し
、
伊
で
も
同
檬
で
あ
る
。

　
　
　
又
、
瑞
西
で
は
、
会
社
は
、
債
務
法
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
独
法
と
同
一
系
統
の
も
の
で
あ
る
。

（
六
）
　
わ
が
特
殊
会
社
で
は
、
政
府
監
督
、
更
に
は
そ
の
任
命
す
る
監
理
官
の
監
督
の
下
に
お
い
て
，
い
た
が
、
そ
の
固
有
機
構
は
》
あ
く
ま
で
株
式
会
社

　
　
」
形
式
で
、
従
っ
て
そ
の
機
関
も
、
株
主
総
会
、
取
締
役
、
監
査
役
（
又
は
監
事
）
の
三
機
関
制
を
採
っ
て
い
た
。
伺
お
、
，
詳
細
は
、
拙
著
「
独
裁

　
　
主
義
株
式
会
社
法
論
」
六
三
頁
以
下
、
　
「
営
団
と
統
制
会
」
一
〇
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
七
）
　
わ
が
保
険
業
法
に
よ
る
相
互
保
険
会
社
．
で
は
、
全
社
員
．
（
即
ち
保
険
契
約
者
）
の
総
会
の
代
り
に
、
】
定
の
方
法
に
よ
っ
て
、
選
出
さ
れ
た
代
議

　
　
員
に
よ
る
代
議
員
会
を
意
思
機
関
と
し
、
取
締
役
ど
監
査
役
の
三
機
園
制
を
採
っ
て
い
る
（
同
業
法
五
」
条
、
五
五
条
、
六
〇
条
、
六
二
条
等
参
照
）
。

（
八
）
　
有
限
会
社
法
第
三
三
条
は
、
　
監
査
役
を
任
意
機
関
ど
は
し
で
い
る
が
、
　
そ
れ
を
設
け
た
揚
合
の
権
限
は
法
定
の
も
の
と
し
て
い
る
（
有
限
三
四

　
　
条
）
つ
．
そ
し
て
実
際
に
は
、
書
式
会
社
に
倣
っ
て
之
を
設
置
し
て
い
る
も
の
が
寧
ろ
多
い
。

（
九
）
　
即
ち
こ
れ
ば
通
説
的
の
見
解
で
は
な
い
が
鳶
田
中
耕
太
郎
博
士
な
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
揚
合
の
社
員
の
監
督
作
用
に
～
会
社
機
関
性
を
認
め
て
い
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ら
れ
る
（
同
博
士
「
機
関
め
観
念
」
富
井
先
生
記
念
止
血
集
九
二
三
頁
以
下
、
　
「
増
訂
会
社
法
概
論
」
三
三
九
頁
以
下
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
2

（
一
〇
）
　
即
ち
株
主
総
会
、
の
伝
統
的
、
且
つ
本
質
的
権
限
は
、
企
業
の
創
設
、
廃
止
、
変
革
．
・
そ
し
て
執
行
機
関
。
監
査
機
関
の
選
解
任
、
決
算
承
認
、
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

　
　
利
益
処
分
な
ど
の
、
企
業
の
組
織
上
と
計
算
上
の
権
限
で
あ
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗

（
ご
）
・
の
轟
役
の
活
動
に
は
、
対
外
関
係
で
、
会
社
を
馨
し
て
葎
関
係
を
結
ぶ
権
限
と
、
企
業
の
内
部
に
於
て
、
「
そ
の
蘂
員
を
指
雫
令
蹟

　
　
す
る
権
限
と
の
二
面
が
あ
る
が
、
改
正
法
も
そ
の
中
、
業
務
漣
営
上
の
重
要
事
項
そ
の
他
を
、
合
議
制
と
し
て
の
取
締
役
会
に
よ
る
も
の
と
す
る
に

　
　
至
っ
た
。

（
一
二
）
　
一
般
に
監
査
役
は
、
取
締
役
の
活
動
全
般
に
対
し
て
、
監
督
、
監
硯
、
歯
並
し
、
之
が
是
正
に
も
任
す
る
機
関
と
さ
わ
る
こ
と
、
わ
が
旧
法
と

　
　
同
様
な
の
で
通
例
で
あ
る
が
（
改
正
前
商
法
二
七
四
条
、
二
七
七
条
、
二
六
五
条
）
。
　
改
正
法
は
、
単
に
会
計
上
の
監
査
の
み
を
任
と
す
る
も
の
と

　
　
さ
わ
る
に
至
っ
た
（
改
正
法
二
七
四
条
）
。

（
一
三
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
記
註
一
所
掲
盛
事
に
も
、
詳
論
さ
れ
る
が
、
今
日
の
政
治
常
識
と
し
て
も
、
　
一
般
に
疑
い
得
な
い
も
の
と
し
て
承
認

　
，
さ
れ
て
い
る
か
に
見
沁
る
Q

（一

l
）
　
即
ち
英
国
は
議
会
優
位
に
、
ア
メ
リ
カ
は
苛
法
権
優
位
に
、
従
前
の
日
、
独
、
伊
な
ど
は
共
に
政
府
即
ち
行
政
権
優
位
の
国
で
あ
っ
た
。
そ
し

　
　
て
新
憲
法
下
の
月
本
は
議
会
優
位
の
政
体
と
な
っ
て
い
る
（
憲
法
四
一
条
、
六
二
条
参
照
）
。
　
之
に
対
し
て
三
権
が
割
に
対
等
李
均
し
て
い
る
の
は

　
　
仏
で
あ
る
が
、
こ
の
国
は
最
も
政
治
的
不
安
定
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
又
顯
著
な
事
実
で
あ
る
。

ハ
一
五
）
　
こ
の
意
味
で
、
わ
が
国
の
旧
制
は
、
幽
株
主
総
会
を
最
高
機
関
と
す
る
梅
…
成
を
採
っ
て
い
た
の
は
、
独
の
資
本
主
義
上
昇
期
の
そ
れ
を
、
わ
が
国

　
　
の
同
じ
よ
う
な
情
勢
下
に
移
入
し
た
の
で
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
は
妥
当
な
機
構
で
あ
っ
た
。

（
一
六
）
　
と
こ
ろ
が
、
贅
本
主
義
機
構
の
高
度
化
に
よ
る
、
証
券
費
本
主
義
の
下
、
而
も
証
券
の
国
民
的
所
有
の
普
及
し
て
い
る
米
国
で
は
、
そ
の
企
業
國

　
　
経
営
の
科
学
性
と
合
理
化
と
健
全
化
に
よ
っ
て
、
、
企
業
の
安
定
性
が
高
く
、
そ
こ
で
は
そ
の
投
下
島
本
の
裳
全
性
よ
り
は
、
そ
の
歪
業
牧
益
力
こ
そ

　
　
が
、
そ
の
最
大
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
条
件
の
下
で
は
、
如
何
に
法
律
で
規
定
し
て
も
、
　
一
般
投
資
株
主
を
動



　
　
　
　
　
濡
し
て
、
実
力
的
な
株
主
総
会
を
構
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
そ
こ
で
は
、
好
む
と
好
嵐
ざ
る
と
に
拘
ら
す
、
取
締
役
中
心
の
機
構
と
な
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
を
認
め
な
い
わ
け
に
行
か
ぬ
ρ
．
そ
し
て
、
わ
が
国
の
今
次
商
法
改
正
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
式
を
移
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
素
地
は
既
に
相
嵩

　
　
　
　
　
早
く
か
ら
存
し
た
と
こ
ろ
で
・
わ
が
国
・
で
も
γ
株
式
会
社
県
営
の
実
情
は
夙
に
取
締
役
野
心
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
著
し
い
。
倫
お
、
之
等
の
事
情

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
の
詳
論
は
、
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
七
五
頁
以
下
、
「
企
業
の
国
家
性
」
二
四
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
語
誌
権
又
憾
多
数
機
関
制
四
囲
制
度
と
其
企
業
の
機
関
ど
し
て
、
．
四
種
の
も
の
が
分
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
数
機
関
制
と

　
　
は
・
そ
れ
以
上
に
多
い
も
の
で
あ
る
が
・
こ
れ
は
全
く
の
便
宜
的
分
類
で
、
或
い
は
四
権
以
上
の
も
の
を
凡
て
多
数
機
関
制
ど
称
し
て
も

　
　
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
　
即
ち
お
が
国
の
廿
五
年
の
改
正
に
よ
る
新
株
式
会
社
法
で
は
、
法
定
必
要
機
関
に
覧
て
三
権
制
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
る
。
即
ち
株
主
総
会
、
取
締
役
会
、
代
表
取
締
役
、
監
査
役
の
四
機
関
は
、
必
携
の
も
の
と
さ
れ
て
居
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
法
律
で
も
法

　
　
案
で
も
な
い
が
、
日
本
学
術
振
興
会
経
営
問
題
委
員
会
で
提
案
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
高
度
株
式
会
社
」
に
於
け
る
機
闘
と
し
て
、
e
株

　
　
主
総
会
、
⇔
代
議
員
会
、
⇔
常
任
取
締
役
及
び
常
任
取
締
役
会
、
画
常
任
監
査
役
の
四
機
寡
男
を
探
る
べ
き
も
の
と
し
て
塾
る
の
も
こ
れ

　
　
に
属
す
撃
又
・
特
殊
会
社
で
は
・
総
会
、
理
事
、
監
事
の
外
に
、
一
般
的
行
政
監
督
と
し
て
の
閣
係
監
督
官
庁
の
監
督
制
の
外
に
、
監

　
　
卑
官
制
度
を
お
い
て
い
た
如
き
、
そ
の
監
理
官
の
地
位
を
い
か
に
解
す
る
か
に
よ
っ
’
、
、
結
論
幡
異
に
な
る
が
、
こ
れ
も
又
一
種
の
四
権

　
　
制
と
も
見
得
る
も
の
で
あ
弼
に
）
更
に
任
意
機
関
・
又
は
臨
時
機
関
な
ど
を
加
え
る
な
ら
ば
・
よ
り
以
上
の
多
数
機
関
制
を
採
る
も
の
も
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
く
な
い
。
例
え
ば
、
わ
が
商
法
で
ゐ
、
上
記
の
外
に
、
検
査
役
の
制
度
を
認
め
・
て
認
り
N
別
に
任
意
機
関
と
し
て
、
顧
問
、
相
談
役
、
そ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
他
の
機
関
を
設
け
て
い
る
庵
の
も
少
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
そ
し
て
こ
の
種
の
型
で
の
各
機
関
の
権
限
分
配
は
、
．
田
中
耕
太
郎
博
士
も
、
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
必
ず
し
も
一
定
不
変
の
も
の
で
は
な

説
く
・
各
国
に
よ
り
・
薯
函
に
簸
て
も
、
時
代
の
変
羅
に
経
費
情
讐
技
術
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
自
ら
変
遷
と
変
動
が
あ
る

論
　
　
　
　
　
　
（
六
）

　
　
も
の
で
あ
る
。
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更
に
粒
選
の
四
種
又
は
そ
れ
以
上
の
多
数
機
関
の
地
位
は
、
必
ず
し
も
爆
弾
対
立
で
は
な
く
、
法
律
的
に
或
い
は
実
際
的
に
優
劣
の
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）

の
あ
る
こ
と
は
、
前
述
三
権
制
に
つ
い
て
述
べ
た
と
同
様
．
で
あ
る
。

　
而
も
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
し
た
四
界
又
は
多
数
権
制
を
探
る
も
の
も
、
そ
の
作
用
系
統
別
に
分
け
る
と
き
、
前
記
三
権
制

に
準
ず
る
も
の
と
な
り
、
，
或
い
は
そ
の
変
形
と
見
る
方
が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
新
会
社
法
の
取
締
役

会
と
代
表
取
締
役
は
、
共
に
執
行
機
関
制
に
属
し
、
学
術
振
興
会
経
営
問
題
委
員
会
の
提
案
の
株
主
総
会
と
代
議
員
会
は
、
や
は
り
同
一

系
列
の
意
思
機
関
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
徹
底
し
た
作
用
別
の
機
構
と
し
て
は
、
執
行
作
用
と
監
督
監
視
作
用
の
機
関

の
二
系
列
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
別
の
機
会
に
詳
論
し
た
と
こ
ろ
で
あ
転
α
じ

　
（
一
）
　
即
ち
廿
五
年
五
月
法
律
一
六
七
号
商
法
中
改
正
法
で
、
新
に
「
取
締
役
会
」
の
制
度
を
法
定
必
置
機
関
と
し
（
商
二
五
九
条
以
下
）
、
更
に
「
代

　
　
　
表
取
締
役
」
の
制
定
を
明
定
し
た
（
商
二
六
一
条
）
。

　
（
二
）
　
高
瀬
蕪
太
郎
博
士
編
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
四
頁
以
下
参
照
。

　
（
三
）
　
監
理
官
は
、
固
有
の
会
社
機
関
で
な
い
こ
と
は
、
前
項
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
特
定
の
特
殊
会
社
の
み
に
対
す
る
職
務
を
執
行
す
る
も

　
　
　
の
で
あ
る
点
で
、
そ
の
会
社
機
関
に
準
ず
べ
き
男
爵
を
も
肯
定
す
べ
き
点
が
あ
る
の
で
、
こ
う
も
見
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
従
来

　
　
　
の
特
殊
会
社
の
大
部
分
は
、
絡
戦
後
、
解
散
又
は
閉
鎧
さ
れ
た
た
め
に
、
こ
の
監
理
官
の
制
・
度
を
持
つ
も
の
は
、
僅
か
に
日
銀
（
同
銀
行
法
四
五
条

　
　
　
四
六
条
）
の
み
で
あ
る
。
伺
お
、
こ
の
監
理
官
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
七
〇
頁
以
下
、
「
企
業
の
国
家
性
」
二
九

　
　
　
頁
、
拙
稿
「
監
理
官
制
度
」
公
法
雑
誌
四
巻
六
号
、
七
号
参
照
。

　
（
四
）
　
こ
の
商
法
が
認
め
て
い
る
検
査
役
に
は
、
　
一
定
の
揚
合
に
は
必
ず
任
命
検
査
を
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
も
の
と
（
商
法
七
三
条
一
項
、
一
八

　
　
　
一
条
）
、
秣
主
総
会
、
亘
理
の
意
思
に
よ
っ
て
任
意
に
置
か
わ
る
揚
合
と
の
Q
＝
こ
七
条
三
項
、
二
三
八
条
）
二
の
揚
合
が
あ
る
。
尚
お
、
こ
の
検

　
　
　
査
役
制
度
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
は
、
拙
稿
「
企
業
の
監
督
機
構
論
」
法
政
研
究
一
八
巻
四
号
七
頁
以
下
参
照
。

　
（
五
）
　
顯
問
、
相
談
役
は
、
定
款
上
の
機
関
で
あ
る
か
、
又
は
定
款
に
も
よ
ら
な
い
任
意
機
関
で
、
そ
の
権
限
も
列
挙
明
興
す
る
こ
と
な
く
、
一
般
に
は

　
　
　
「
会
社
業
務
の
指
導
及
び
重
要
事
項
を
諮
問
す
る
た
め
」
な
ど
と
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
特
殊
の
知
識
技
能
経
験
老
を
迎
え
て
会
社
企
業
の
指

　
　
　
導
を
受
．
け
、
叉
は
信
用
を
高
め
る
な
ど
の
目
的
で
置
か
れ
る
。
樹
お
、
こ
の
実
際
は
、
拙
稿
「
株
式
会
社
に
於
け
る
相
談
役
。
顧
問
制
度
」
民
商
法
－
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雑
転
融
八
巻
一
号
一
六
六
－
一
七
山
ハ
頁
参
照
Q

（
六
）
　
田
中
耕
太
郎
博
士
「
増
訂
会
社
法
概
論
」
四
六
〇
頁
。

（
七
）
　
即
ち
法
律
的
に
は
、
従
来
の
特
殊
会
社
で
は
、
株
主
総
会
の
権
限
を
縮
少
し
、
且
つ
取
締
役
の
選
任
●
解
任
権
を
奪
う
な
ど
め
方
法
で
法
律
的

　
　
に
、
官
選
の
理
事
長
機
関
優
位
に
組
ん
で
い
た
。
こ
の
詳
細
な
吟
味
は
拙
著
「
独
和
主
義
株
式
会
社
法
論
」
六
三
頁
、
．
「
企
業
の
国
家
性
」
五
三
頁

　
．
参
照
。
　
そ
し
て
、
　
一
般
会
社
法
で
は
、
株
主
総
会
を
最
高
機
関
と
し
て
構
成
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
取
締
役
の
優
位
が
通
例
で
あ
っ
た
（
拙
著

　
　
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
七
七
頁
以
下
）
。
そ
し
て
今
衣
の
改
正
法
は
、
法
律
的
に
も
取
締
役
会
の
優
位
に
構
成
し
直
す
に
至
っ
た
（
改
正
商

　
　
法
二
三
〇
条
の
こ
、
二
八
O
条
の
こ
、
二
九
六
条
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

〈
八
）
．
拙
稿
「
企
業
の
監
督
機
構
論
」
法
政
研
究
圃
八
巻
四
号
三
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
三
等
対
立
圭
義
と
主
従
主
義

　
　
　
上
記
の
如
く
、
二
以
上
の
機
関
が
分
立
す
る
場
合
に
、
．
そ
の
分
立
す
る
各
機
関
は
完
全
に
平
等
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
も
称
し

　
　
得
る
。
蓋
し
そ
れ
は
そ
の
職
能
権
限
分
野
を
異
に
す
る
以
上
、
そ
の
事
項
の
性
質
上
・
相
互
に
差
等
を
生
す
る
の
は
当
然
で
あ
驚
墜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
面
に
於
て
は
優
位
で
あ
る
と
共
に
、
他
面
で
は
劣
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
而
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
職
務
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
限
め
差
異
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
く
、
制
度
的
な
主
従
関
係
に
あ
る
か
㌦
否
か
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
意
味
の
も
の
で
は
、
下
級
機
関
は
上

　
　
級
機
関
の
意
思
を
尊
重
し
、
更
に
は
そ
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
長
息
で
あ
る
。
そ
し
て
企
業
運
営
の
必
要
性
か
ら
も
、
二
個
以
上
の
機
関

　
　
が
、
李
等
併
立
的
機
限
を
持
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
執
行
の
統
一
性
と
運
営
の
円
滑
を
期
し
得
な
い
こ
と
も
、
忘
却
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
つ
更
に
法
律
権
限
上
の
上
位
、
下
位
と
．
、
実
際
的
実
力
的
上
位
下
位
と
が
、
往
々
に
転
倒
し
て
存
在
す
る
揚
合
も

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
あ
る
な
ど
、
極
め
て
多
様
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
法
律
的
に
主
従
の
関
係
に
あ
り
、
又
は
権
限
性
質
上
か
ら
来
る
自
然
的
不
平
等
、
更

説　
　
に
は
実
際
的
実
力
的
不
平
等
な
ど
の
、
い
つ
れ
か
の
存
し
な
い
弔
等
主
義
は
、
殆
ん
ど
在
り
得
な
い
と
断
ず
る
の
が
正
し
い
。

論　
　
　
今
、
上
記
の
之
こ
ろ
を
、
多
少
具
体
的
に
吟
味
す
れ
ば
、
一
般
の
株
式
会
社
で
は
、
株
主
総
会
、
取
締
役
、
監
査
役
は
制
度
的
に
比
較
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、
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
方
言
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
が
、
特
殊
会
社
に
な
る
と
執
行
事
書
理
妻
欝
の
整
髪
位
の
制
に
な
っ
て
い
た
如
き
．
、
れ
で
あ

　
　
る
つ
し
か
し
そ
の
一
般
株
式
会
社
で
も
、
改
正
前
の
株
式
会
社
で
ば
、
形
式
土
は
株
主
総
会
を
最
高
機
関
に
仕
組
ん
で
い
た
形
跡
が
強
い

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
で
あ
っ
て
、
学
者
も
株
主
総
会
を
最
高
機
関
と
，
明
記
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
運
用
に
於
て
は
、
株
主
総
会
は

　
虚
器
を
擁
し
て
い
た
だ
け
で
、
取
締
役
の
独
裁
こ
そ
、
そ
の
実
情
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
独
で
も
、
わ
が
国
で
も
余
り
に
も
著
し
い
と
こ
ろ

　
　
で
あ
っ
解
そ
れ
が
・
改
疾
で
は
・
法
律
的
・
制
度
的
に
曳
株
主
総
会
の
権
限
を
縮
少
し
・
敵
締
役
ム
広
に
そ
の
権
限
を
集
中
し
た
型

　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
）

　
，
・
を
探
写
し
た
こ
と
は
著
し
く
、
そ
れ
は
実
は
ア
メ
リ
カ
法
の
型
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
’

　
　
之
に
対
し
て
人
的
会
社
に
締
て
は
、
依
然
と
し
て
、
社
員
総
会
を
最
高
位
に
お
き
、
唯
実
際
に
は
往
々
に
し
て
、
代
表
社
員
の
実
力
運

　
営
が
あ
る
の
み
の
状
態
と
著
し
い
差
異
を
示
し
て
居
都
覧
そ
し
て
有
限
会
社
は
今
次
改
正
に
於
て
も
・
新
株
式
会
社
制
度
ほ
ど
・
取
締
役

　
中
心
と
し
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
聖
即
ち
人
的
会
社
・
有
限
会
祉
・
そ
し
森
式
会
社
の
順
位

　
．
に
、
企
業
出
資
所
有
者
の
地
位
が
軽
く
扱
は
れ
る
の
は
、
少
く
と
も
近
代
資
本
主
義
の
法
則
と
見
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
蓋

　
し
資
本
主
義
の
初
期
で
は
、
私
有
財
産
が
極
め
て
重
視
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
取
扱
は
れ
、
そ
の
財
産
自
体
の
保
護
に
、
各
方

　
面
④
法
律
制
度
が
努
力
を
傾
け
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
高
度
資
本
主
義
、
特
に
証
雰
資
本
主
義
と
な
り
、
企
業
経
営
の
科
学

　
性
と
組
織
性
を
得
た
段
階
で
は
、
寧
ろ
そ
の
財
産
自
体
よ
り
は
、
そ
れ
か
ら
来
る
無
益
力
、
又
は
あ
る
意
味
で
は
資
不
断
の
方
が
申
心
と

　
な
る
。
こ
の
意
味
で
合
名
、
合
資
会
社
は
、
そ
の
企
業
形
態
自
体
と
し
て
、
高
度
資
本
主
義
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
有
限
会
社
も
こ
れ
に

　
次
ぐ
、
そ
し
て
資
本
主
義
初
期
乃
至
上
昇
期
の
株
式
会
社
は
、
こ
の
前
者
時
代
で
あ
り
、
従
っ
て
出
資
者
乃
至
企
業
所
有
者
の
重
視
さ
れ

　
る
形
式
、
従
っ
て
社
員
総
会
や
、
株
主
総
会
が
中
心
と
さ
れ
る
機
構
を
と
っ
た
の
は
自
然
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で

　
は
既
に
早
く
か
ら
後
者
の
段
階
に
あ
り
、
・
わ
が
国
も
そ
れ
に
倣
う
べ
き
段
階
に
来
て
い
た
の
を
、
敗
戦
を
契
機
に
移
入
し
た
と
も
言
い
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
で
、
も
う
一
つ
重
大
な
原
因
と
見
る
べ
き
も
の
は
、
人
的
会
社
で
は
、
会
社
運
営
の
不
始
未
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論説
は
・
即
ち
会
社
の
債
務
に
対
す
る
全
社
員
の
無
限
又
は
有
限
の
直
接
責
任
と
し
て
負
担
す
る
関
係
に
あ
る
か
ら
、
各
社
員
の
意
思
尊
重
は

繋
要
℃
あ
る
が
、
株
式
会
社
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
無
名
性
」
が
問
題
と
な
る
程
、
有
限
且
つ
豊
新
責
任
で
、
而
も
い
つ
で
も
、
株
券
を
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
）

蔑
す
る
こ
と
で
、
そ
の
投
下
資
本
を
回
顧
し
て
、
そ
の
企
業
と
絶
縁
で
き
る
株
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
9

　
之
に
対
し
て
、
．
「
営
団
・
金
庫
、
更
に
は
公
社
な
ど
の
そ
れ
で
は
、
理
事
長
機
関
中
心
で
」
僅
か
に
之
を
監
督
す
る
も
の
は
、
監
事
（
そ

し
て
間
接
的
に
は
政
府
そ
の
他
の
行
政
官
庁
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
資
金
の
全
部
又
は
大
半
が
、
国
家
資
金
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）

こ
と
か
ら
経
済
的
に
、
そ
し
て
そ
の
企
業
の
性
格
の
公
共
性
と
い
う
点
か
ら
政
治
的
に
、
之
を
合
理
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
｝
）
　
例
え
ば
他
の
機
関
の
選
任
、
解
任
権
が
一
機
関
に
あ
る
こ
と
、
叉
は
』
の
機
関
の
行
爲
を
監
督
批
判
し
、
責
任
を
追
求
す
る
権
限
な
ど
は
こ
わ
で

　
　
　
あ
ろ
う
。

　
（
二
）
　
例
え
ば
取
締
役
と
監
査
役
で
は
、
監
査
役
は
そ
の
職
務
の
性
質
上
、
飯
崎
役
の
上
位
に
あ
る
わ
け
で
あ
っ
た
の
し
か
し
そ
の
選
任
関
係
か
ら
す
る

　
　
　
と
、
取
締
役
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
顯
著
な
事
実
で
あ
る
。
　
　
・

　
八
三
）
　
例
え
ば
、
従
前
株
主
総
会
が
、
会
社
の
最
高
意
思
を
広
く
決
定
し
、
取
締
役
は
そ
の
範
囲
内
に
於
て
、
活
動
す
る
権
限
し
か
な
く
、
更
に
取
締
役
、

　
　
　
．
監
査
役
の
選
任
、
解
任
を
恥
し
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
法
律
的
、
制
度
的
上
下
の
一
例
と
見
得
る
。

　
　
（
四
）
　
前
述
第
二
節
第
二
項
8
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
（
五
）
　
例
え
ば
、
今
次
改
正
以
前
の
株
式
会
社
の
法
的
構
…
成
と
実
際
と
が
、
こ
の
最
も
良
い
事
例
の
一
で
あ
っ
た
。
即
ち
前
述
の
よ
う
に
、
会
社
法
は
、

　
　
　
株
主
総
会
を
、
最
高
機
関
と
し
て
樵
…
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
取
締
役
の
お
膳
建
を
鵜
呑
み
に
す
る
シ
ユ
モ
ラ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
観
客
少

　
　
　
な
き
嘉
劇
」
　
（
一
）
冨
O
o
昌
。
運
搬
。
嘉
摯
δ
昌
昌
μ
注
づ
σ
q
寓
9
ロ
①
ヨ
虫
曾
ω
o
窪
①
o
葺
び
。
ω
q
o
三
ρ
p
己
ぴ
。
『
σ
q
9
σ
q
①
ω
且
。
冒
。
図
9
9
臼
ρ
）
に
過
ぎ
な
か

　
　
　
　
つ
た
こ
と
は
（
O
・
ω
o
ず
ヨ
。
嵩
①
ご
Ω
『
§
自
慰
ω
ω
創
。
『
》
＝
σ
q
o
ヨ
。
言
①
箒
く
O
涛
ω
薯
一
鴨
詳
。
ず
餌
三
巴
Φ
ぽ
ρ
一
6
①
昌
℃
お
器
ψ
α
卜
。
α
）
余
り
に
も
旧
著

　
　
　
　
な
事
実
で
あ
っ
た
Q
こ
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
　
出
9
自
ω
ω
日
餌
づ
P
ρ
勲
O
●
ψ
　
Z
o
仲
け
①
メ
拶
．
9
●
○
●
P

　
　
（
六
）
　
勿
論
こ
わ
は
、
比
較
的
の
問
題
で
あ
っ
て
、
・
株
主
総
会
の
優
位
に
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
他
の
企
業
機
関
構
造
に

　
　
　
　
比
し
て
は
、
未
だ
こ
う
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

，
　
（
七
）
　
即
ち
、
特
殊
会
社
で
は
、
株
主
総
会
の
権
限
は
、
最
狂
的
快
定
力
を
保
有
せ
す
（
例
え
ば
定
款
変
更
、
利
釜
金
処
分
」
社
債
発
行
、
借
入
金
の
借
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’

説論

　
　
入
、
合
併
、
解
任
等
の
決
議
は
凡
て
政
府
の
認
可
を
要
す
る
）
、
そ
の
上
、
理
事
長
、
理
事
な
ど
の
選
任
権
は
奪
わ
れ
て
居
り
（
例
え
ば
日
銀
そ
の

　
　
他
の
各
特
殊
銀
行
、
拓
植
会
社
等
）
、
反
対
に
理
事
機
関
特
に
理
事
長
機
関
の
権
限
は
極
め
て
強
く
さ
れ
て
い
た
。
省
お
こ
わ
ら
の
詳
細
は
、
拙
著

　
　
　
「
独
裁
主
義
株
式
会
社
法
論
」
六
四
頁
以
下
、
　
「
営
団
と
統
制
会
」
H
O
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。

．
（
八
）
　
例
え
ば
松
本
丞
…
治
博
士
「
日
本
会
社
法
論
」
二
四
六
頁
、
田
子
耕
太
郎
博
士
「
改
訂
増
補
会
社
法
概
論
」
四
六
三
頁
。

（
九
）
　
わ
が
国
に
つ
い
て
は
、
丈
字
通
り
、
取
締
役
全
体
、
又
は
社
長
の
独
裁
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
独
で
は
監
査
役
会
を
最
高
機
関
と
し
て
、
取
締

　
　
役
は
日
常
業
務
の
蓮
営
に
つ
い
て
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
Q

（
一
〇
）
　
即
ち
改
正
商
法
ご
三
〇
条
の
二
は
、
総
会
の
権
限
を
、
商
法
に
定
め
た
事
項
及
び
定
款
明
定
事
項
の
決
議
の
み
を
爲
し
得
る
こ
と
と
し
、
そ
の

　
　
他
の
会
社
意
思
決
定
は
，
凡
て
取
締
役
会
に
委
し
、
監
査
役
も
従
来
の
姐
く
、
取
締
役
の
行
爲
を
全
般
に
亘
っ
て
監
督
す
る
も
の
か
ら
、
計
算
の
正
否

　
　
を
監
査
す
痘
に
止
ま
る
も
の
と
し
た
こ
と
な
ど
は
、
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
一
一
）
　
本
改
正
の
立
法
関
係
者
は
勿
論
（
例
え
ば
田
中
誠
二
博
士
「
確
定
改
正
会
社
法
解
説
」
九
五
頁
以
下
、
鈴
木
●
石
井
両
教
授
「
改
正
株
式
会
社

　
　
法
創
設
」
一
二
頁
以
下
、
高
瀬
博
士
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
｝
七
四
頁
以
下
）
、
凡
て
解
設
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
爾
お
そ
の
ア
メ
リ
カ

　
　
法
に
つ
い
て
は
、
訟
●
≦
●
ゆ
巴
宣
一
斗
昌
P
O
賛
O
O
壱
O
猫
耳
つ
昼
ρ
お
“
⑦
娼
や
駆
悼
ご
≦
．
門
．
切
㌶
貫
》
U
℃
話
富
一
昌
ひ
q
夢
①
切
O
碧
画
o
h
b
マ
0
9
0
嬬
の
”

　
　
定
ρ
円
ぐ
曽
聴
亀
切
¢
忽
鍬
O
ω
ω
閑
O
ぐ
協
①
≦
矯
匂
讐
圃
・
一
㊤
α
O
．
　
大
隅
健
二
郎
教
授
・
「
ア
メ
リ
カ
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
会
」
　
（
英
米
会
社
法
研
究
、
所
収
六

　
　
九
頁
以
下
）
高
瀬
簿
士
編
「
新
会
社
法
と
会
社
経
営
」
一
九
五
「
二
五
二
頁

（
一
二
）
　
即
ち
改
正
法
も
、
こ
の
合
名
会
社
の
機
関
繊
…
造
に
は
、
全
然
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

（
一
三
）
　
有
限
会
社
法
の
改
正
は
、
株
式
会
社
法
の
改
正
に
倣
っ
て
、
廿
六
年
法
二
H
四
夢
を
以
て
爲
さ
れ
た
が
、
社
員
総
会
の
権
限
限
定
の
態
度
に
は

　
　
一
禺
す
、
叉
授
権
資
本
制
は
と
ら
ず
、
社
債
制
度
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
株
式
会
社
の
取
締
役
会
に
移
行
し
た
よ
う
な
重
大
な
改
正
は
な
か
っ
た
。

　
　
そ
し
て
取
締
役
会
の
制
度
も
強
制
し
て
い
な
い
。

（
一
四
）
　
前
述
第
二
節
第
二
項
困
参
照
。

（
一
五
）
　
投
機
株
主
や
、
一
時
的
株
主
の
権
限
行
使
乃
至
議
決
権
の
行
使
を
制
限
す
る
な
ど
の
こ
と
は
、
こ
の
立
揚
か
ら
で
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ

　
　
の
機
関
者
の
業
務
蓮
営
方
法
の
不
手
際
そ
の
他
に
も
と
つ
く
と
し
て
も
、
悪
意
重
過
失
に
因
る
任
務
無
妻
で
第
二
六
六
条
の
三
の
責
任
を
負
う
揚
合

　
　
の
外
は
、
取
締
役
と
言
っ
て
も
、
他
の
株
主
と
同
様
同
等
の
責
に
任
じ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ρ
唯
全
く
別
個
の
理
由
に
基
い
て
貯
蓄
銀
行
の
取
締
役

　
　
に
、
そ
の
預
金
債
務
に
対
す
る
特
別
責
任
を
規
定
し
て
い
た
が
（
同
法
一
五
条
）
こ
れ
も
昭
和
一
八
年
の
貯
蓄
銀
行
法
改
正
で
廃
止
さ
れ
た
。

（
＝
ハ
）
　
拙
著
「
営
団
と
統
制
会
」
二
三
八
頁
以
下
及
び
二
七
三
頁
以
下
、
　
「
企
業
の
国
家
性
」
六
七
頁
以
下
及
び
七
四
頁
以
下
参
照
。
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